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　柔らかなぬくもりのある唇が、そっと首筋に押し付けられた。

　あまりにも優しい感触に、なぜだか泣きたくなるような感情がこみ上げてくる。

　許されるならすべてを捨てて逃げ出してしまいたい。

　うまくいかない現実からも、大嫌いな自分自身からも。

　そうすれば、何かが変わるかもしれない。

　どこか別の場所で、新しい人間に生まれ変わって生きられたら。

　意味のない現実逃避。

　くだらない。

　自嘲気味な笑いを浮かべながら、
緋山
 ひやま

 アリサは机の上に立て掛けられた楕円形の鏡にちらりと視線を向けた。

　化粧を落としたせいか、目元に疲れが目立つ。

　ストレスで荒れた肌や無造作に束ねた髪のほつれ具合も合わさって、二十六という実年齢よりもずっと老けて見える気がした。

　顔のパーツが無駄に派手なせいで他人からは美人だと言われることもあるが、自分の顔が好きだと思えたことは一度もない。

　その真横では、
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花梨
 かりん

 が絵画の中から抜け出してきた可愛らしい少女のようにあどけなく微笑んでいる。

　降り積もったばかりの雪を思わせるような白い肌、長い睫毛にふちどられた大きな瞳、桃色の頬、赤く濡れたような艶のある唇。

　少し癖のある薄茶色の髪は胸が隠れるほどの長さで、ふんわりとした自然な螺旋を描いている。

　後ろからアリサの肩にまわされた腕は小枝のように細く、少しでも余計な力を加えると簡単に折れてしまいそうだった。

　体に巻き付けてあるバスタオルからのぞく豊かな胸のふくらみがなければ、まだ幼い子供のようにも見える。

　とてもアリサと三つしか変わらない年齢だとは思えない。

　けがれを知らない純粋無垢な女の子。

　そんな外見を持つ彼女の中身が少しも純粋ではないことを、アリサは嫌というほど知っていた。

「ねえ、まだぁ？　もう真夜中だよぉ、早く寝ようよぉ」

　甘えるような愛らしい声に耳をくすぐられる。

　ああ、もう。

　気が散って考えがまとまらない。

　アリサは苛立ちをぶつけるように花梨を睨みつけ、絡みついてくる腕を振り払った。

「先に寝てって言ったでしょう。明日は仕事の面接があるから、早くこれを仕上げなくちゃいけないの」

　机の上には書きかけの履歴書。

　特技や自己ＰＲの欄になるといつも何を書けばいいのかわからなくなり、途中で手が止まってしまう。

　花梨はいかにも不満そうな様子でため息をつきながら、またアリサの背中にぴったりと自分の胸をくっつけて抱きついてくる。

「やだぁ、つまんなぁい。そんなの明日の朝書けばいいでしょ」

「そんなわけにいかないわよ。お願いだから邪魔しないで」

　花梨を無視して続きを書こうとすると、今度は乱暴に履歴書をひったくられ、これ見よがしにびりびりと破られた。

「はい、おしまーい。これで一緒に寝られるよねぇ？」

　花梨は誇らしげにそう言い、両手を頭の上にあげてパッと開いた。

　ただの紙屑と化した履歴書が、ひらひらと床の上に舞い落ちていく。

　何度も書き直したせいで予備はもうない。

　あっけにとられるアリサの前で、花梨はきゃあきゃあと笑っている。

「か、花梨！　いったい何を考えて」

「あはは、アリサちゃんが悪いんだよぉ。花梨と遊んでくれないからぁ」

「ワガママもいい加減にしなさいよ！　ぐずぐずいうなら、いますぐここから出て行っ……」

　続きを言わせまいとするように、花梨が素早く唇を重ねてきた。

　いまだに慣れることのできない女同士のキス。

　男にされるのとは違う、繊細で優しい粘膜の触れ合い。

　衝撃と甘酸っぱいような快感、それにほんの少しの罪悪感がつきまとう。

　一瞬で頭の中が空白になり、怒りも苛立ちも吹き飛ばされる。

　どこか遠慮がちに差し入れられた舌先は、何かを探し求めるようにゆっくりとアリサの口の中を撫でていく。

　だめだ、と思う。

　こんなことをしている場合じゃない。

　花梨のペースに巻き込まれてはいけない。

　そう思いながらも、アリサの手はいつのまにか花梨の背中を優しく撫でてやっていた。

　強い酒を無理やり飲まされたときのように、体の芯が熱く痺れてくる。

　とくん、とくん、とふたりの鼓動が重なり合っていく。

　自分に必要なものはこれだったのかもしれない、という錯覚が起きる。

　違う。

　これはただ、花梨がふざけただけ。

　深い意味なんてどこにもない。

　そう自分に言い聞かせながら、ふいにアリサは頬に触れる花梨の手のひらがひんやりと冷たいことが気になった。

「ねえ、寒いの？」

　唇を離してアリサが問いかけると、花梨はうっとりと目を細めて頷いた。

　媚びるような表情。

　少しとがらせた唇の端から、透明の雫が垂れている。

「寒いよぉ。だからねぇ、あったかくなること、したいなぁ」

　語尾を伸ばす甘ったれた話し方が苦手だと思う。

　そもそも、暑い暑いと騒いでエアコンの設定温度を下げたのは彼女の方だ。

　自分勝手なことばかりするところも嫌いだと思う。

　どう考えても仲良くなれそうにはない。

　それでもアリサはなぜか花梨を拒むことができず、こうして彼女を受け入れてしまう。

　くるりと椅子の向きが変えられた。

　花梨が角度を変えて口づけを繰り返しながら、アリサの太ももをまたぐようにして膝の上に乗りあがってくる。

　重いとは感じない。

　まるで子猫を抱いているような感覚。

　女の子を相手にする趣味などないはずなのに、こうして向き合っていると胸が締め付けられて息苦しいほどドキドキしてしまう。

　そんな自分の状態をごまかすように、アリサはできる限り冷静な声を出して花梨から目をそらした。

「寒いなら、いつまでもそんな格好してないでパジャマ着れば？　寝室にいくらでもあるから、好きなの選んでいいわよ」

「パジャマの話なんかしてないもん！　花梨はねぇ、アリサちゃんとエッチしたいのぉ」

「しない。何回も言ったでしょう、わたしはそんな」

「嘘つき！　いつも花梨が舐めてあげるとぉ、いっぱい声出して気持ちよくなっちゃうくせにぃ」

「あれは違うの。花梨が無理やり……それに、よく覚えてないから」

「んもう、つまんないっ！　だいたいねぇ、アリサちゃんにはこんなの似合ってないんだからぁ」

　花梨はアリサが着ているブルーのＴシャツとパイル地のショートパンツを交互に眺め、納得いかないというように頬をふくらませた。

　ちっともセクシーじゃない、手触りも悪いし色も柄も変、と文句ばかり並べ立てている。

　アリサがその気にならないのが悔しくて、どうやら服に八つ当たりをしているらしい。

　腹を立てる気も失せて、アリサは思わず笑った。

「はいはい。今夜はもう寝なさい、明日の面接が終わったら、一緒に遊んであげるから」

「ほんとぉ？　アリサちゃん優しいから好き！　でも、そういうお母さんみたいな言い方は嫌ぁい」

「お母さん？　そんなに年上じゃないわよ」

「わかってるもん。じゃあ、おやすみぃ」

　何を思ったのか花梨はアリサの膝に乗ったまま、ぺとんと体の力を抜いてもたれかかってきた。

　アリサの首元に鼻を寄せ、肩のあたりに頬ずりをしてくる。

　首や腕にさらさらと触れる髪が、妙にこそばゆく感じられた。

「いい香り、大人の女の人の匂いがするぅ。香水？」

「つけてないよ、シャンプーか何かの匂いじゃない？」

「美味しそう、食べたくなっちゃうかも」

「わけわかんないこと言わないで、早くベッドに……きゃっ！」

　両手で花梨の体を押しのけようとしたとき、首筋に鋭い痛みが走った。

　その直後、同じ場所をぬるぬるとしたものが這い回っていく。

　一瞬で動けなくなった。

　花梨がうなじに歯を立てながら唇をつけ、その跡を舌でぺちゃぺちゃと舐めている。

　背筋がびくりと震え、産毛がぞわぞわと逆立っていく。

「や、やめて……花梨、だめ」

「ちょっとだけぇ、いいでしょぉ？　アリサちゃん」

　ここが弱いんだっけ。

　それとも、こっちかなぁ。

　そう言いながら顔の位置を下へとずらし、鎖骨のくぼみをそろりそろりと舌先でなぞっていく。

　じわじわと肌が溶かされていくようだった。

　言葉にできないような熱い痺れが、皮膚の表面から体の深いところへと流れ込んでくる。

　ときおり噛みついてきたり、痣ができそうなほど強く吸われたりするのがたまらない。

　油断すると、喉の奥から恥ずかしい声が漏れてしまう。

　こんなことをされて、気持ちいいはずなどないのに。

　男性に同じことをされても、これまで一度も喘ぎ声など出したことはなかった。

　彼らのプライドを気遣って、感じているふりをするのが精いっぱいだった。

　だけど、いまは。

　自分の中の価値観が揺さぶられる。

　何か大切なものが壊されてしまいそうで怖くなる。

「やっ、やめて。いい加減にしてよ」

「どうして怒ったふりなんかするのぉ？　ほんとは気持ちいいって思ってるんでしょ、花梨がたしかめてあげる」

　Ｔシャツの上から、きゅっ、と胸の先をつままれた。

　目に見えない細い針を突き刺されるような鋭い衝撃に、腰がびくんと跳ね上がる。

　痛みはまったくない。

　くりくりと摩擦するように指先が動くたび、ほの甘い快感が塗り込まれてくる。

　まるで、ひどい辱めを受けているような気分だった。

　息が苦しい、恥ずかしい。

　だけど、もっといっぱい触られたい。

　どうしてこんな気持ちになるんだろう。

　自分の心までもが思い通りにならなくなっていく。

　敏感な突起の奥まで
弄
 いじく

 られているような感覚に、じわりと涙が滲んでくる。

「あ、ん、んっ……」

「ああん、可愛い声。やっぱり感じてるんだぁ、アリサちゃんの乳首こんなに硬くなっちゃってるよぉ？」

　勝ち誇ったように花梨が笑う。

　からかっているような口調が神経に障る。

　いますぐ部屋から放り出してやりたいと思うのに、アリサの手は花梨の小さな背中にすがるようにしてしがみついていた。

「変なこと言わないで、感じてなんか……だめっ……！」

「あはっ、おっぱい触られるのが好きなんだぁ？　じゃあ、もっといいことしてあげなくちゃ」

　もっとアリサちゃんが悦ぶこと。

　いっぱい気持ちよくなれること。

　花梨が体の位置を下げていく。

　するりとアリサの太ももから滑り下りて床に膝をつき、服の上から胸に手を添えて顔を埋めてくる。

　ふっくらとした乳房の感触を愉しむようにやわやわと揉みながら、ちろりちろりと乳頭の頂点を舐めていく。

「い、いやあ……あ、あっ……！」

　責め立てられるような愛撫の連続に、背中が大きく反りかえった。

　薄い布越しに、熱く濡れた舌の感触がはっきりと伝わってくる。

　ぬるぬるして、熱くて、めちゃくちゃ気持ちいい。

　嫌だって言ったのに、こんなことされたくないのに。

　だけど花梨が寂しがるから、花梨は可哀そうな子だから。

　自分への言い訳も底を尽きかけている。

　欲しかったのはこれだと体が訴えかけてくる。

　絶妙な舌遣いでアリサの胸を
弄
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 びながら、花梨が内緒話をするように囁きかけてくる。

「アリサちゃん、恥ずかしいね。女の子に乳首舐められて、こんなになっちゃうなんて」

「や、めて……い、言わないで……」

「いいじゃない、いつも真面目なアリサちゃんはぁ、いまだけ悪い子になるの。ねえ、花梨と一緒に悪い子になろうよぉ」

　そうしたら、もっといいことしてあげる。

　いつもみたいに、最後までイカせてあげる。

　本当は覚えてるんでしょ？

　怒らないから、素直になって。

　アリサちゃん、大好き……。

　花梨の言葉が、無数の輪になって脳内でくるくると踊っている。

　残されたわずかな理性が、誘惑に抗っている。

　だめよ、悪い子になんてなれない。

　みんな、いい子じゃなきゃ好きになってくれない。

　親も、友達も、会社の人も。

　でも、花梨はみんなと違う。

　すごく変わっていて、いつでもめちゃくちゃなことばかりしている悪い子。

　そうよ。

　わたしもなりたい。

　花梨のように、自由で奔放な生き方がしてみたい。

　悪い子になりたい。

　揺さぶられる心が、強い
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 を引き起こしていく。

　見慣れた世界が崩れ去り、花梨のことだけしか見えなくなる。

「花梨……わたし……」

「泣いちゃだめぇ、花梨も悲しくなっちゃう。アリサちゃんはねぇ、そのままじっとしているだけでいいからぁ」

　Ｔシャツが胸の上までたくしあげられていく。

　アリサは抵抗せず、ただじっと花梨を見つめていた。

　涙で霞んだ視界の中、人形のように整った顔を持つ少女が乳房に唇を寄せてくる。

　彼女に言われるまで、自分が泣いていることもわからなかった。

　現実と非現実の境目が、ひどく曖昧になっていく。

　ねっとりとしたものが乳首に巻き付いてきて、軟体動物のようにうねうねと蠢いている。

　赤い舌先は、禍々しい毒を持った生き物のようにも見えた。

　服の上から舐められるよりも、ずっと直接的な刺激に肌が包み込まれていく。

　じりじりとした熱に、乳頭の先端が焼かれて舐め溶かされていくようだった。

　こんなことされたら、普通でいられなくなってしまう。

　だめ、もうだめ！

「あぁ……ん……」

　堪えきれずにかすかな声をあげると、花梨はさらに意地の悪い声で囁きかけてきた。

「アリサちゃんのおっぱい、とっても綺麗。真っ白でふわふわ柔らかくて、こんなに大きいのに乳首はちっちゃくて可愛い」

「き、聞きたくない、やだ」

「こんなに感じちゃってるくせに、まだ恥ずかしいのぉ？　ふふ、だったらもっと恥ずかしくさせてあげる」

　恥ずかしい方が感じるんだよねぇ。

　知ってるよぉ、アリサちゃんのことはなんでも。

　得意げな花梨の声に反発したくなる。

　嘘よ、そんなことない。

　だって、わたしは。

　そこで思考が中断される。

　花梨がアリサの太ももを大きく開かせて、ショートパンツの裾から両脚の間に指を差し入れてこようとしていた。

「な、なに？　いやっ」

「怖くないよぉ、じっとして。アリサちゃんのもっといいところ、花梨が探してあげるんだからぁ」

　細い指先が服と下着の布を横へずらし、その内側にするりと潜り込んできた。

　陰部の裂け目を押し割られながら。縦に擦り上げられていく。

　こんなの、もう無理。

　恥ずかしくて我慢できない。

　それでも、やめてほしいとは思わない。

　くちゅ、と粘膜の狭間が開かれた感触があった。

　ひんやりと冷たいものが、膣の入り口をこじあけてアリサの中へと沈み込んでくる。

　じっとりと潤んだ肉襞は何の抵抗も示さずに、花梨の指先をしっかりと咥え込んでいく。

　じくん、じくん、と腹の奥が熱く疼いている。

　アリサは腰を震わせながら、大切なところを同性の手で犯されていく屈辱と快感に耐えていた。

「ひっ……あっ……！」

「アリサちゃんのここ、いっぱい濡れちゃってるぅ。感じすぎてお漏らししちゃったのかなぁ。ねえ、どうなのぉ？」

「わ、わたし……あ、あ……」

「お返事もできないなんて、だめねぇ。でもアリサちゃんの中は素直ないい子、もっと欲しいって花梨の指に吸い付いてくるんだもん」

　何か言い返したいと思うのに、体の中で花梨が動くたびに言葉がバラバラに砕かれていく。

　膣内に差し入れられた指はくすぐるように膣壁を撫でまわし、いったん引き抜かれてはまた突き入れられて同じ動作を繰り返す。

　痺れるような愉悦の波が、次から次へと押し寄せてくる。

　はあ、はあ、と息が弾む。

　意識しないうちに腰が揺れてしまう。

　心と切り離されたように、体だけが貪欲に性の快楽を貪ろうとしているようだった。

　指を挿入されたまま、再び乳首を口の中に含まれてねろりねろりとしゃぶり立てられた。

「きゃ、あ、あぁっ……」

　泣き声とも悲鳴ともつかない音が、自身の口から放たれていく。

　彼女に触れられているところから、とろりとろりと骨まで蕩けるような快感がもたらされていく。

　この感覚には覚えがある。

　あの夜、花梨と出会った日。

　初めて知った絶頂感。

　昇り詰めていく悦びがアリサを狂わせていく。

「んっ、そこ……いいの、いいっ……！」

　もうどこをどうやって触られているのかも、よくわからなくなってくる。

　あらゆる刺激がひとつになって混ざり合い、肉体をオーガズムの淵へと追いやっていく。

　花梨の指に秘部をなすりつけるように、アリサは自分から腰を振った。

　だって、こんなに気持ちいい。

　欲しいの、もっと。

　いまはそれだけしか考えられない。

「もうイッちゃうのぉ？　悪い子ねぇ、アリサちゃんは本当に悪い子」

　でも、花梨は悪い子が大好き。

　アリサちゃん、すごくエッチな顔してる。

　恥ずかしい格好、見られちゃってるよぉ？

　嬉しそうに笑う花梨の声が聞こえる。

　いや、見られたくない。

　体中が熱くて苦しくて、どうにかなってしまいそう。

　助けて、花梨。

　救いを求めるように伸ばした手が、思い切り強く引っ張られた。

　力を失った体が、崩れるように床の上に倒れていく。

　横たわったアリサの隣に寄り添いながら、花梨が火照った体を押し付けてきた。

　心なしか、呼吸が荒くなっている。

「エッチなアリサちゃん見てたらねぇ、花梨もして欲しくなっちゃったぁ。ほら、ここ……ね？」

　握られた手が、花梨の太ももの狭間に導かれていく。

　指先に、しっとりと濡れた女性の器官が触れた。

　陰毛の感触はなく、つるりとした柔らかな肉の中央に潤んだ粘膜が口を開いている。

　お願い、と媚びるような花梨の目。

　ほんの少し指先で撫でてやっただけで、小さな肢体が面白いほどビクビクと反応した。

　どこまでも勝手な子。

　わたしにあんなことをしておいて。

　許せない。

　泣かせてやりたい。

　心に潜んでいた歪んだ欲望が引きずり出されていく。

「いいわ……花梨、おいで」

　空いているほうの腕で花梨を抱きしめ、愛撫もしないまま中指と薬指を温かな裂け目に突き入れた。

　とたんに、花梨が背中を震わせながら悲鳴をあげた。

　いや、いや、と首を振り、ぽろぽろと涙をこぼしている。

「だめぇっ……もっと優し、あぁっ……！」

「触って欲しかったんでしょ？　いやらしい子、あんたなんか大嫌い」

　柔らかな媚肉がアリサの侵入を悦ぶように、ねっとりと指先にまとわりついてくる。

　根元まで突き入れた指を捻じるようにして、ぐりっ、ぐりっ、と膣奥を抉った。

　花梨の泣き声が大きくなる。

　その声に昂奮している自分がいる。

　腕の中で暴れる体を無理やり押さえ込み、はだけたバスタオルの下からのぞく乳房に口をつけた。

　他の部分は心配になるほど痩せているのに、胸だけが大きく発達しているのも気に入らない。

　ぐちゅ、ぐちゅ、と指で秘肉を掻き回しながら、白い乳肌にいくつもの吸い跡をつけた。

　痛い、やめて、と喚きながらも、花梨は陰部から呆れるほど大量の蜜液を溢れさせている。

「わたしのこと触りながら、自分のここをビショビショに濡らしてたの？　どうしようもない子ね、花梨」

「だ、だって、アリサちゃんが……あ、あうっ」

　まだ触れてもいない乳首が、大きく膨らんで突き出ている。

　そこを咥えてきつく吸いながら、何度も歯を立てて噛んでやった。

　どれだけ噛んでも硬さを失わず、こりこりとしている様子が憎らしいとさえ思えてくる。

　花梨の声を無視して、狭い膣穴に三本目の指を捻じ込んだ。

　肉襞を引っ掻きながら、親指で割れ目の結び目にあたる場所も弄ってやった。

　乳首よりもずっと小さく弱々しい突起が、何度か擦り上げただけで小石のように硬く尖っていく。

「だめ、そこはほんとにだめえっ！　花梨ね、そこが一番弱いの……ひっ、いやあっ！」

　陰核の先を爪で削り取るように掻き毟り、指の腹でぐりぐりと押し潰した。

　花梨の肉体が大きくしなり、淫裂の奥がビクビクと痙攣しているのがわかる。

　おそらく絶頂に達したのに、まだ快感が止まらないのだろう。

　もっと虐めてやりたい。

　ワガママな体を壊してやりたい。

　嗜虐的な悦びが湧き上がり、アリサ自身の秘部も熱い液体で満たされていく。

　ああ、今夜もまた眠れない。

　仕方がないから、もう少しだけ遊んであげる。

　まだ泣きじゃくっている花梨の唇にキスをしながら、アリサは蜜液に光る指先で彼女の太ももをそろりと撫でた。
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「じゃあ上司に辞表を叩きつけて、そのまま会社を辞めてきたんですか？　すごいなあ、ドラマの世界みたいですね」

「なによ、馬鹿にしてんの？　いいから、早くおかわりちょうだい」

　投げやりな調子で突き出したグラスを、話し相手をしてくれていたバーテンダーがやれやれといった顔で受け取っていく。

　アリサはそれとなく彼のスタイルを観察した。

　銀縁の眼鏡に白シャツ、それに細身の黒いパンツ。

　店の制服なのだろうが、彼にはまるで銀行や証券会社にでも勤めていそうな真面目で固い雰囲気がある。

　背が高くスリムで、顔も世間的にはイケメンの部類に入るだろう。

　普段なら多少は興味を惹かれたかもしれないが、今日のアリサにはそんな元気もなかった。

　叫びだしたくなるほどの強烈な自己嫌悪と不安が、ぐるぐると胸の中で渦を巻いている。

　またひとつ、居場所を失った。

　明日から何をすればいいのかわからない。

　いったい、どこで何を間違えてしまったのだろう。

　アリサはカウンターに頬杖をつき、大騒ぎしている客たちの楽しげな様子をぼんやりと眺めた。

　繁華街が近いせいか、派手な格好の女の子たちが多い。

　薄暗い店内には客がひしめき合い、一部の客たちは開け放たれた扉の外にまで椅子を持ち出してゲラゲラと笑いあっている。

　大音量で流され続けている派手な音楽と、酔っ払いたちの怒鳴り合うような話し声で耳がおかしくなりそうだった。

　普段なら、立ち寄ろうとは思わない類の店。

　でも、いまはこのくらいの騒がしさがちょうどいい。

　ついさっき、アリサは会社を辞めてきた。

　それも同僚たちのくだらない嫌がらせが原因で。

　少しくらいなら我慢もするが、やってもいない不倫疑惑や横領の疑いまでかけられては黙っていられない。

　当然きっちりと証拠を揃えて潔白を証明して見せたが、まわりはそういうところが生意気だといってまた責めてくる。

　ネチネチと役にも立たない説教をするしか能のない上司にも嫌気がさし、今日はとうとう勢いよく啖呵を切って辞表を叩きつけてきた。

　ぐじぐじと悩むことに比べればいくぶん気分はすっきりしたが、これでまた職探しの日々が始まるのかと思うとうんざりする。

　両親の呆れ果てたような顔が思い浮かぶ。

『アリサは何をやってもダメねえ』

『おまえは我慢が足りないんだ。少しは兄さんや姉さんを見習って努力するということを覚えなさい』

　飽きるほど聞かされてきた両親からの言葉。

　たしかに、アリサ以外の家族は優秀な人間ばかりが揃っている。

　父親は正義感が強いことで有名な政治家、母親は素晴らしい演技力と知性豊かなことで評判の美人女優。

　兄は母親の影響から俳優の道に進んで大成功しているし、姉は自慢の語学力を活かして他国の日本大使館で働いている。

　容姿に優れ、人格も能力も素晴らしいものを持ち、社会で活躍していること。

　アリサの家では、それが家族としての最低条件とされている。

　その点から見れば、間違いなくアリサはできそこないだった。

　女性にしては高い百七十センチの身長、誰に似たのか髪はくすんだ茶色で見栄えがせず、子供時代にも両親や親類から『可愛い』と言われたことはない。

　何をやっても人並み程度にはできたし容姿も悪くはなかったが、常に一番になることが当然の兄や姉と比べられるとアリサの存在はどうしても霞んでしまう。

　高校生になってからは、少しでも両親の気を惹きたいと思ってモデルの仕事に就いてみた。

　努力を認めてほしかったから、家を出て安アパートで一人暮らしを始め、自分の給料だけでの生活も始めた。

　ところがそれもまた、可愛げがないと叱られた。

　早く結果を出して認められたい一心から依頼があればどんな仕事でも引き受け、睡眠時間を削り、身を粉にして働いた。

　両親の名前のおかげもあったのかモデル業は大成功し、テレビや雑誌はもちろん、ゲストとして映画に出演したこともある。

　おかげで二十歳の頃には、高層マンションの最上階を即金で買ってもまだ余るほどの貯金も手に入れた。

　ところが父親も母親も、アリサが水着姿で写っている写真集の表紙を見るなり『はしたない』『下品で汚らしい』と眉をひそめた。

　記憶にある限り、褒め言葉もねぎらうような言葉もなかったと思う。

　気力が萎えたアリサはモデルを辞め、次こそは両親が喜ぶような真面目な仕事に就こうと考えて法律事務所のアルバイトを始めた。

　すると今度は目立つ容姿やはっきりと物を言う性格が災いしたのか、上司や同僚たちからの強烈な嫌がらせに遭った。

　両親の名前を出せば、そんなものはすぐに収まったのだろうと思う。

　でも、それでは意味がない。

　自分の力で頑張って結果を出さなければ、両親や兄姉に認めてもらえないような気がした。

　それでも結局は人間関係になじめないまま辞めてしまい、次の職場でも、その次の職場でも似たような事情で辞職に追い込まれた。

『あなたは外で働くことに向いていないのかもしれないわね』

　前の仕事を辞めたとき、母親はそう言って見合い話を山ほど持ってきた。

　言われるままに見合い相手と会ってみたが気に入る男性には出会えず、結局すべての話を断った。

　恋愛に縁がないわけでもなかったが、それもすぐにうまくいかなくなって別れてしまう。

　まともな仕事にも就けず、結婚もできないダメな娘。

　それがアリサに押された烙印だった。

　ろれつの怪しい口調でしゃべり続けているアリサの正面で、バーテンの男は黙ったまま話を聞いている。

「ねえ、何か言ってよ。黙っていられるとさあ、わたしひとりで壁にむかって喋ってるみたいじゃない？　ええと……ごめん、名前」

「僕のことはケンと呼んでください。五分前に自己紹介をし合ったつもりだったんですが」

　ケンはグラスを差し出しながら、軽くため息をついた。

　グラスの中身は、なんだかよくわからないピンク色のカクテル。

　アリサはそれを一息で飲み干し、ケンの方へと突き返した。

「どうせわたしはねえ、人の名前も覚えらんない役立たずよ！　こんなジュースみたいなのいらないからテキーラ持ってきて！」

「飲み過ぎですよ、それにアリサさんの悩みは少し贅沢です」

「贅沢？　どこがよ、殴られたいの？」

「顔もスタイルもそんなに綺麗で、由緒正しい家柄に生まれ、生活に困ることもない。それで何が不満なんですか？　正直、少し腹が立ちました」

　腹が立ったというわりに、ケンの表情は変わらない。

　よく見ないとわからない程度ではあるが、口元に微笑みが浮かんでいる。

「わたしは綺麗なんかじゃないもの。兄さんや姉さんのほうがね、もっとずっと」

「アリサさんは素敵な女性ですよ、それに精いっぱい頑張っている。失礼ですが、それを理解できないご家族の方がおかしいんです」

「そうかなあ、だけど」

「まだ寂しそうな顔をしていますね。そういうときは、ご友人でも呼び出して大騒ぎして忘れるのがいいと思います」

「ご友人、ねえ」

　アリサはふと口をつぐんだ。

　モデル時代の仲間には親友と呼べそうな子が何人もいるが、心が弱っているときには会いたいと思えない。

　他人の面倒をみるのは好きだが、その逆は昔からずっと苦手だった。

　人前で泣いたり怒ったりするのは無礼で品のない行為だと教えられて育ったせいか、他人を心配させるのは悪い気がするし、あまり面倒な人間だと思われたくない。

　こうしてケンにあれこれと話せるのは、彼と初対面でもう二度と会うこともないとわかっているからだ。

　たとえおかしな女だと思われても、顔を合わせなければそのうちに忘れてもらえる。

　いきなり黙ったアリサを見て、ケンが首を傾げた。

「頼れそうなお友達はいませんか？」

「いないってわけじゃ……でも、そうなのかも」

「もしよければ場所を変えて、僕がもう少しあなたの話し相手になりましょうか。ここは賑やかすぎますから」

　ケンはなんでもないことのように、さらりとそう言った。

　思わずグラスを取り落としそうになる。

　場所を変えるって、つまり今夜一緒に過ごそうってこと？

　こんな展開は予想していなかった。

「ふうん、そういうこと言うなんて意外ね。もっと真面目なタイプだと思った」

「僕は真面目です。それに、ものすごく親切なんです」

　カウンター越しに女を口説くバーテンの、どのあたりが真面目で親切なのかわからない。

　それでも笑わずに真顔で冗談を言えるなんて、ちょっと面白い男だとも思った。

「わたしの自慢のマンション、来てみる？　三十階建の最上階よ、夜景も最高なんだから」

「それは楽しみですね。まだもう少し仕事があるので、待っていてもらえるなら部屋まで送っていきますよ」

　ケンはさほど嬉しそうでも楽しそうでもない顔で、別の客のグラスに酒を注いでいる。

　普段なら、ナンパしてくるような軽い男はお断りだった。

　でもひとりきりで部屋に帰るより、少しはマシな気分になれるかもしれない。

「でも、セックスはしないわよ。わたし、そういう女じゃないの」

「誤解しないでください。僕だってそんなつもりはありません」

　アリサが「嘘つきね」と笑って顔を上げたとき、後ろから甲高い笑い声が響いてきた。

「きゃはは、だめだめ！　ケンちゃんはエッチ下手なんだからぁ、お姉さんの家に連れてってもつまんないよぉ？　んもう、そこ邪魔」

　小柄な女の子が、アリサの横にいた客を尻で押しのけて隣に座った。

　スポットライトでも当たっているかのように、まわりの視線が彼女ひとりに集まってくる。

　パンツが見えそうなくらいの短いスカートに、男性用の大きなＴシャツ、まるで化粧気のない可愛らしい顔。

　開きすぎた襟ぐりから片方の肩が露出し、艶々とした薄茶色の長い髪が妙な色気を醸し出している。

　角度によっては、中学生くらいにしか見えない。

　アリサは他の客に聞こえないように、こっそりとケンに囁いた。

「ねえ、あんたそういう趣味だったの？　わたしがごちゃごちゃ言うようなことじゃないけど、でも未成年に手を出すなんて」

「やめてください、僕の性嗜好はいたって健全でノーマルです。この人、これでもきっちり二十歳超えてますから」

「そうそう、ケンちゃんはロリコンじゃないよぉ。でもねぇ、残念だけどぉ、オチ×チンが小さくってあんまり役に立たないのぉ」

　女の子は足をぶらぶらさせながら、カウンターの上に残されていた誰かのグラスを手にとって勝手にゴクゴクと飲み干した。

　ケンは露骨に嫌そうな目をしながら、何かを諦めたような顔でまたグラスを磨いている。

「誤解のないように言っておきますが、僕は普通サイズです。それに勃起不全でもありません」

「ほんとかなあ？　でもね、花梨がねぇ、いっぱいぺろぺろしてあげたのにちっとも大きくならなかったんだよぉ？」

「それは僕の体の問題ではありません。あなたに興味がないだけです」

「嘘だぁ、そんなひといないもん。みーんな、花梨のこと大好きなんだもん」

「その意見には同意しかねますが、自分で思うのは自由です」

　ふたりの会話を聞いているだけで頭痛がしてきた。

　どういう状況だったのか、何の話をしているのか、全然わからない。

「ごめん、ええと、花梨って誰？」

「はぁい、桃野花梨でぇす！　二十三歳、牡羊座でＢ型。あなたはアリサちゃんっていうのよねぇ？　後ろで話聞いてたのぉ、よろしくぅ」

「よ、よろしく」

　小さな細い体がしなだれかかってきて、ぎゅっと強くハグされた。

　これがいまどきの若者の距離感なのだろうか。

　いや、年齢は三つしか違わないのだけれど。

　というか、二十三にもなって一人称が自分の名前ってどうなの。

　お尻も軽そうだけど脳みそもずいぶん軽そうだ。

　それにしても、ぺろぺろって。

　アリサはやんわりと花梨の体を押しのけ、軽くケンを睨みながら小声で言った。

「あんたねえ、こんな頭の弱そうな子を引っ掛けて何させてんのよ。罪悪感とかモラルって言葉知ってる？」

「それはひどい誤解です。どちらかと言えば引っ掛けられたのは僕の方ですし、それにあのときは」

「やだぁ、アリサちゃんひどぉい。花梨、頭弱くなんかないもん」

　花梨はにこにこと笑いながら、隣の客の皿を自分の方へ引き寄せて残っていたピーナッツをぽりぽりと食べている。

「そ、それ、勝手に食べていいの？」

「いいんじゃない？　ねぇ、お兄さん、これ食べていいよねぇ」

　お兄さんと呼びかけられた男は特に怒るでもなく、しょうがないな、と苦笑いしながらうなずいた。

　相手が許してくれたからいいようなものの、一歩間違えばちょっとした窃盗ではないのか。

　なんなんだろう、この子は。

　とにかく普通ではない。

　あまり近寄らないほうがよさそうな人種。

　アリサの脳がそう判断するのとほとんど同時に、花梨が派手な音を立てて椅子の後ろ側に転げ落ちた。

　その後に続いたのは、数人の女性の怒鳴り声。

　一瞬のことで、何が起きたのかわからなかった。

「いったいどういうつもりなのよ、花梨！」

「わたしの彼と寝るなんて信じられない！」

「あの日のことは遊びだったの？　説明してよ！」

　床に倒れている花梨を取り囲み、同じような年頃の女の子たちがわあわあと泣きながら喚きたてている。

　すぐ脇にあったテーブルがひとつひっくり返り、ガチャンと食器が割れるような音もしたが人影に隠れてよく見えない。

　花梨は突き飛ばされたり引っ掻かれたりしながらも、なぜかへらへらと笑っている。

　痛いなー、やめてよー、と一応は抵抗しているが、その声にはまるで感情が込められていなかった。

　蹴られたり叩かれたりするたび、小さな肢体が汚れた床の上をゴムまりのように転がっていく。

　大勢いる他の客たちは誰も助けようとせず、迷惑そうな顔で自分のグラスを持って移動し、遠巻きに乱闘騒ぎを眺めている。

　あっけにとられて動けなかったアリサは、とっさにケンのほうを見た。

　彼はこの事態にも特に動じることなく、冷静さを保ったままグラス磨きに徹している。

「ねえ、あれ」

「困りますよね。グラスと皿がいくつか割れたようですから、後でオーナーに叱られるだろうなあ」

「そうじゃなくて！　あの子、あんなに」

「彼女の場合は完全に自業自得です」

「あんな目に遭っても仕方ないってこと？　親切だって言ってたくせに、そんな言い方って冷たくない？」

「関わらない方がいいですよ」

　暴動の輪の中に飛び込んでいこうとするアリサを、ケンが言葉だけで制した。

「いいですか。あの真ん中にいる赤い髪の女性はレズビアンで一昨日花梨さんと良い雰囲気でしたが一晩で捨てられました。白いワンピースの彼女は先週彼氏を寝取られたそうです。ちなみに彼女自身も花梨さんと何回かヤッてます。それからあの青いシャツの女の子は女性に興味がなかったのにも関わらず熱心に口説かれ、その気になったとたんに一回だけヤッた後で振られました。その後ろで立っている背の低い男性は、うっかり花梨さんとヤッたのがバレて婚約者に振られたそうです。しかも花梨さん以外、元は全員お友達同士です」

「そんな、まさか」

「全部花梨さんがご自分で話してくださった内容ですから、本当のことだと思います。それに彼女たちはこの店の常連なので、そちら側からの話も聞きました。しかも花梨さんが手を出したのは、彼女たちだけじゃありません。僕が知っているだけで、あと二十人くらいはいます。だから自業自得だと言ったんです。それに、こういうことは今日が初めてじゃありません」

「そ、そう……」

　アリサは、それ以上何を言えばいいのかわからなくなった。

　この話が本当だとしたら、もはや尻軽だとかそういうレベルですらない。

　ケンが大げさに言っているだけだと思いたい。

　だけど事実でないなら、泣き叫んで暴れているあの子たちはいったい何なのだろう。

　混乱しているアリサを見かねたように、ケンがグラスを拭き続けていた手を止めて顔を上げた。

「まあでも、ここで死人を出されるのも寝覚めが悪くなりそうですよね」

　ケンはどこか面倒くさそうな様子で壁の非常ベルを叩き、暴れている女の子たちにむかって大きな声で呼びかけた。

「お気持ちはわかりますけどね、もうすぐ警察が来ますよ。壊した物品の弁償は気にしなくていいですから、早く消えてください」

　警察と言う言葉が効いたのか、花梨に群がっていた人の輪はぶつぶつ言いながらも散っていった。

　けたたましい非常ベルの音がやみ、店内は元の喧騒に包まれていく。

「だ、大丈夫なの？」

「うーん、だいじょぶ。こんくらい平気だからぁ」

　アリサが助け起こしに行こうとするよりも早く、花梨は自力で立ち上がってカウンター席に戻ってきた。

　Ｔシャツやスカートがところどころ黒く汚れ、白い腕には青い痣がいくつも浮いている。

　唇の端も少し切れて、うっすらと血が滲んでいるようだった。

　それでも花梨は何事もなかったように椅子に座り、さっきと同じように両脚をぶらぶらさせながら笑っている。

「あーん、お腹減っちゃった！　ケンちゃん、何か作ってよぉ」

「お金のない人には何も出せません。僕が立て替えた先週までの分を先に払ってください」

「やぁん、ケチ。体で払うからさぁ、いいでしょぉ？　あれ食べたい、サンドウィッチ、卵の入ったやつ」

「あなたの体には興味ありません。現金でお願いします」

　花梨の言葉をケンは適当にあしらって受け流したが、アリサは戸惑うばかりだった。

　体で払う、なんて冗談でしょ？

　食べ物を御馳走してもらう代わりに体を差し出すなんて、そんな馬鹿なことする子が現実にいるはずないもの。

　良からぬ想像を打ち消そうとするアリサをよそに、花梨は拗ねたように頬をふくらませてきょろきょろとあたりを見回している。

「もう、しょうがないなぁ。うーん、あのオジサンに頼んでみようかなぁ？　あんまり変態っぽい趣味がないといいんだけどぉ」

　この前はア×ル好きに当たっちゃって大変だった、とか言いながら目当ての男性に声をかけに行こうとしている。

　ケンは驚きもせずにそれを見送り、手早くサンドウィッチを作って皿の上に並べていく。

　えっ、なんなの？

　まさかこの子、本気で食べ物なんかのために男と寝るつもり？

　信じられない。

「だ、だめよ、そんなの間違ってる！」

　関わっちゃいけない、とわかっていたはずなのに。

　何かを考えるより前に、アリサの手は花梨の腕をつかんでいた。

　花梨はきょとんとした顔で、不思議そうにアリサの手を見つめている。

「アリサちゃん、力強いねぇ。ちょっと痛いよぉ？」

「お腹すいてるなら、わたしが何か食べさせてあげる。だから、そんな馬鹿なこと考えちゃだめ！」

「えぇ、なんで怒ってるの？　まあいいけど、変なのぉ」

　ケンは花梨にサンドウィッチの盛られた大皿を差し出しながら、アリサに「放っておいたほうがいいと忠告したはずですが」と言った。

　花梨はものすごいスピードでサンドウィッチをたいらげながら、美味しい、最高、とはしゃいでいる。

　なんだか変なところもあるが、食べている様子は無邪気な子供そのものだった。

　もしかしたら他人には言えない複雑な事情を抱えていて、食事にも困る生活を強いられているのかもしれない。

　アリサはカウンターに身を乗り出し、つかみかからんばかりの勢いでケンに抗議した。

「放っておけなんてよく言えるわね。この子があんな男のオモチャにされるのを黙って見てろってこと？」

「そうは言いませんが、僕はただ」

「やぁん、美味しかったぁ。ごちそうさまぁ」

　空になった皿をケンに返し、花梨は跳ねるような仕草でぴょんと椅子から飛び降りた。

　そしてアリサの背後にまわり、なれなれしく腕を絡めてくる。

「さっ、早く行こうよぉ。花梨、ちゃんとわかってるんだからぁ」

「え？　行くってどこに」

「花梨さん、その人はそういうつもりじゃないと思いますよ。たぶん」

　つられて立ち上がりかけたアリサを制して、ケンが花梨を呼び止めた。

　花梨は得意げに胸を張り、身を寄せてぴったりとくっついてくる。

　同性にこれだけ距離を詰められるのは小学校以来のことで、なんだかものすごく落ち着かない。

「ごめん、わたし本当に意味がわからないんだけど」

「うんとねぇ、花梨ね、もっとアリサちゃんと遊びたいのぉ。だからぁ、アリサちゃんのおうちに連れてってほしいなぁ」

「え？　まあ、別にいいけど」

「アリサさん、断った方がいいですよ。絶対に後悔しますから」

「なんでそういうこと言うのよぉ。ケンちゃんって、おせっかいでノリが悪いから嫌いっ！」

　ふん、と花梨は顔を背け、ケンはなぜか憐れむような目でアリサを見ている。

　この子を連れて帰ったからといって、どうして後悔するようなことになるのかわからない。

　年下で同性、それにいざとなればアリサのほうがずっと大柄なのだから力づくで追い出すこともできると思う。

　少なくともケンを連れて帰るよりは、よほど健全な夜を過ごせるような気がした。

　それにアリサはこの一風変わった女の子のことを、もう少し知りたくなってきている。

「おおげさに言わないでよ。女同士なんだから、後悔するようなことになるはずないでしょ？　いいからお勘定」

「さっきの僕の話、聞いていましたか？　まあ、何事も一度経験してみないことには理解できないものですけどね」

　ケンは電卓を片手にさっと計算し、予想よりもずっと安い金額を口にした。

　どう考えても、その倍くらいは飲んでいる。

「ねえ、安すぎない？」

「半分は僕がご馳走します。その代わり、今夜どうなったのかまた聞かせてください」

「もー、アリサちゃんはやくぅ。コンビニでアイスとお菓子買って帰ってもいい？　ケーキとかも食べたい、お酒もあるといいなぁ」

　ケンの意味ありげな言葉に被せるように、花梨がまた騒ぎ始めた。

　彼女の要求はこの上なくずうずうしいのだが、不快な印象はまったくなかった。

　甘えられるのは嫌いじゃない。

　変に気を遣われるより、このくらいはっきりとものを言ってくれた方がずっと気分がいい。

　もしも妹がいたらこんな気分なのかもしれないと思いながら、アリサは笑った。

「あはは、いいよ。お菓子もお酒も、いっぱい買って帰ろう」

「わぁい、今夜はふたりでパーティーができるねぇ！」

「まったく、どうなっても知りませんからね」

　花梨の反応に、ケンが深いため息をつく。

　彼の態度はいちいち引っ掛かる。

　でも、酔った頭ではきちんと考えることもできない。

　どうせもう会うこともないだろうから、ケンのことなど考えるだけ無駄なようにも思える。

「じゃ、行こうか」

　アリサは腕にぶら下がってくる花梨を連れ、酔客たちでごったがえした賑やかな店を後にした。
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「あー、気持ちよかったぁ。お風呂広ぉいねぇ、窓が大きくって夜景もめちゃくちゃ綺麗！　アリサちゃん、すっごいとこに住んでるんだねぇ」

　髪を濡らしたままバスタオルを体に巻いただけの格好で、花梨がきょろきょろしながら部屋の中を歩き回っている。

　リビングのローテーブルとソファーの上には、空になったお菓子の袋やケーキや惣菜が詰められていたパックの山。

　床にはビールの空き缶やペットボトルがごろごろと転がっている。

　よくこれだけ飲み食いできたものだと呆れながら、アリサは新しいワインのボトルに手を伸ばした。

「そんなことないよ、こんなマンション他にいくらでもあるでしょ。着替え、そこに置いてあるから適当に選んで」

「わあ、パジャマも可愛いのがいっぱいあるぅ！　花梨ね、このピンクのレースがついてるのがいいなぁ」

「どれでもどうぞ。花梨の服、汚れてたから洗濯したよ。軽く乾燥機にもかけておいたから、明日の朝には乾いてるんじゃないかな」

「えぇ……なんで？」

　いままでうるさいくらいにはしゃいでいた花梨が、リビングの窓際に干された服を見上げていきなり固まった。

「まさか、洗っちゃまずかった？　でもほら、あのまま着て帰るのはちょっと」

「違うけどぉ、べつに、あんな服どうだっていいんだけどぉ……」

　信じられないことに、花梨は顔をくしゃくしゃにして泣きだした。

　絨毯の上に座り込み、わんわんと大きな声を張り上げて。

「ちょっと、どうしたの？　ねえ、泣かないで」

「だって、アリサちゃんがぁ、もう、馬鹿ぁ」

「なんなのよ！　ほら、ティッシュ使って」

　まったく、この子には驚かされてばかりいる。

　アリサは花梨の小さな背中を撫でてやりながら、いったいどうしてあげたらいいのかわからず困り果てていた。

　バーを出た直後から、花梨はずっとひとりで喋り続けていた。

　おかしな薬でもやっているんじゃないかと疑いたくなるほどのハイテンション。

　話題は彼女の身の上話だったが、笑ってしまうくらいにいい加減な内容ばかり。

　自分は実は社長令嬢だと言ったかと思えば、貧しい家庭で育ち借金返済のために風俗で働いているとも言い、その五分後には親に決められた婚約者が嫌いだから結婚式の当日に逃げてきたとも言った。

　おそらく全部嘘なのだろうが、よくそれだけ思いつくものだとアリサは感心しながら聞いていた。

　馬鹿にしていたわけではなく、身振り手振りを交えて話す彼女の様子が純粋に面白かったのだ。

　作り話にも飽きたのか、今度はわき目もふらずに買い込んだ食べ物を次々に口へ放り込み、シャワーが浴びたいと言って勝手に風呂場に行き、ご機嫌で出てきたと思ったら今度はいきなり泣きだした。

　本当にわけがわからない。

　彼女の表情が変わるたび、アリサも笑わされたり胸が痛くなったりさせられる。

　まるで終わりのない不安定なジェットコースターに乗せられているような気分だった。

「ねえ、食べ過ぎたんじゃないの？　頭痛薬と胃薬ならあったと思うけど、飲む？」

「いらなぁい！」

　うわあん、と泣き声がひときわ大きくなった。

　鼻をぐすぐすと啜っているからティッシュをあてがってやると、それをひったくって真っ赤な目でアリサを睨んでくる。

　何を怒っているのだろう。

「なんでそんなに……花梨なんかに優しくするのよぉ！」

「優しくなんかしてないわよ、普通でしょ？　これくらい」

　困っている人には手を差し伸べ、悲しんでいる人がいればできるかぎり支えになってあげる。

　それが人間として当然の態度だと教えられてきたし、少なくともアリサの家族や友人の間ではそうすることが普通だった。

　ところが花梨は、首が取れるのではないかと思うほどぶんぶんと勢いよく頭を振った。

「こんなの全然普通じゃないんだからぁ！　みんな、花梨のこと家に誘ってぇ、すぐエッチしたがってぇ、飽きたらすぐに追い出すもん！」

　ぎょっとするような台詞だったが、泣いている子に追い打ちをかけてもいけないと思い、アリサはケンを真似て聞き流すことにした。

「そ、そんな人ばっかりじゃないわよ。世の中にはね、良い人だってたくさんいるんだから」

「アリサちゃんは、幸せなんだねぇ。だからそんなこと言えるんだよぉ」

「それはどうかな、幸せだったらひとりでバーに行って、気持ち悪くなるほど飲んだりしないと思う」

「気持ち悪いのぉ？　大丈夫？」

「たぶんね。あはは、いろいろどうでもよくなっちゃった」

　頭はぼんやりしているが、悪酔いした時のような気持ち悪さは残っていない。

　花梨の相手をしているうちに、自分の些細な悩みなどどこかへ吹き飛んでしまったらしい。

　あのバーに入った直後から比べると、格段に気分が軽くなっている。

　微笑んだアリサを見て、花梨も涙目のまま少し笑った。

「いい人なんだねぇ、アリサちゃんは。それに、すごく大事に育てられたお嬢様みたいな感じがするぅ」

「お嬢様？　そんなこと初めて言われたかも。だけど、花梨も社長令嬢なんでしょう？　それとも、風俗嬢か逃げた花嫁？」

「うふふ、嘘だってバレバレだよねぇ。ほんとのこと言ったら、アリサちゃんは花梨のこと嫌いになっちゃう」

「話したくなきゃ無理に言わなくていいけど、嫌いになんてならないわよ。それに酔ってるから、朝には忘れちゃってるかも」

　アリサがどさりと体を投げ出すようにソファーに座ると、花梨もそのすぐ横に並んで軽く肩にもたれかかってきた。

　濡れた髪から、シャンプーの良い香りが漂っている。

　わたしもシャワー浴びないと。

　でも、すごく眠い。

　重くなった瞼が少しずつ閉じていく。

　眠りの世界に引きずり込まれかけているアリサの耳元で、花梨はぽつりぽつりと自分のことを語り始めた。

「花梨ね、パパとママの顔、あんまり覚えてないのぉ。まだ小学校に入ったばっかりくらいのときにね、事故か自殺かよくわかんないけど、ふたりとも死んじゃったんだぁ」

「んー、作り話にしちゃ悪趣味ね」

「ふふ、さっきのは全部嘘だけど、これはほんとだよぉ。誰にも言ったことないの、アリサちゃんにだけ教えてあげる」

「ふうん、続けて」

「うん。パパもママもお金はいっぱい持ってる人だったけどぉ、あんまりみんなに好かれてなかったみたいでねぇ」

　両親が亡くなったとき、親戚の間で一番問題だったのは遺産の配分、それに花梨の行き先だったという。

　金に汚かった花梨の両親には皆が嫌な思いをさせられていたらしく、できればその娘には関わりたくない。

　でも花梨を引き取れば、後見人という名目で遺産の大部分を好きなようにできる。

　結局は親戚の中でも特に強欲な叔母の一家が花梨を引き取ることに名乗りを上げ、残された屋敷ごと自分たちのものにしてしまったらしい。

「叔母さんはお金が好きなだけで、そんなに悪い人じゃなかったんだけどねぇ、叔父さんが小さい女の子を好きになるタイプだったみたいなのぉ。それで」

　アリサは半分眠っている意識の中で、話の続きを聞いてはいけないような気がしていた。

　言わなくていい、そんなこと。

　でも、花梨の声は止まらなかった。

「最初はねぇ、一緒にお風呂に入ろうって言われたの。でもなんか体洗ってくれるときの手つきとか、変な感じでねぇ」

　あちこちを触られたり舐められたりするのが、不快でたまらなかった。

　だけど絶対に内緒だと言われていたし、逆らったりすれば怒鳴られて殴られる。

　怒鳴られるのは怖い、殴られるのは痛い。

　花梨は、叔父のしたいようにさせるしかなかった。

　そんなことが続いていたある日、叔母に風呂場の扉をいきなり開けられて行為の現場を見られた。

　悲鳴と怒鳴り声、それに罵声。

　叔母の怒りは最終的に叔父ではなく花梨に向けられ、その日から花梨は庭に置かれた物置小屋で寝起きするように命じられた。

　他の人間の目が届かないところで、叔母によく叩かれた。

　叔父は相変わらず花梨を玩具にして愉しんでいた。

　悲しいとか苦しいとか、そういうことを感じていたのは最初のうちだけで、あとは何も感じなかった。

　朝と夜には少量の食べ物をもらうことができたし、週に一度は入浴も許され、学校にも通わせてもらえた。

　仲が良かった友達の母親は花梨の置かれている境遇を不憫に思ったのか、ときおり余分にお菓子やおにぎりを与えてくれた。

　花梨はいつも、にこにこと笑っていた。

　そうしていれば、誰にも怒鳴られたり叩かれたりせずに済むからだ。

　狭い町に、やがて噂が広まった。

　花梨の叔父が、夜な夜な物置小屋で花梨を辱めているという噂。

　花梨は誰にも話していない。

　町の誰かが庭先から何かを見たか、あるいはそのときの声を聞かれたのかもしれなかった。

　叔父は当然否定し、叔母は狂ったように花梨を責めて食事も入浴も許さなくなった。

　当時中学生だった花梨は空腹に耐えられなくなり、叔母の家には帰らず友人宅を渡り歩くようになった。

　はじめはどこの家でもたいてい愛想よく面倒をみてくれるが、一週間もたてば別のところへ行くように促される。

　友人は多かったから行き先はいくらでもあった。

　ところが、今度は別の問題が起きるようになっていた。

　叔父の噂を知っている友人の兄弟や父親が、場合によっては姉妹が、同じことを自分にもさせてほしいと言い寄ってくるようになったのだ。

　自分たちには当然、そうする権利があるというような顔をして。

　花梨は一度も断らなかった。

　にこにこと笑って、いいよ、と言った。

　彼らの言いなりになっていれば、住む場所や食べ物に困ることはない。

　少しくらい体を傷つけられようが、そんなことはどうでもよかった。

　それ以来、花梨は学校を卒業して田舎の町を出てからもずっと、同じようなことを繰り返して生きている。

「セックスはいいよねぇ。必要とされてるっていうか、求められてる感じがすごくするんだもん」

　その最中だけは何も考えずに済む。

　好きって言ってもらえるから、恋愛ごっこも楽しい。

　だから最近は相手に少しでもその気がありそうなら、とりあえず誰とでもヤッてみることにしている、と花梨は笑った。

　壮絶な話だった。

　花梨が淡々と語っている間、思い浮かんだのはまだ幼い花梨が暗い夜道をひとりぼっちで泣きながら歩いている姿。

　汚れた手の甲で涙を拭い、決して声を上げずにすすり泣く少女の様子が、目の裏にこびりついて離れない。

　花梨の話の中にそんな場面は出てこなかったし、アリサの勝手な想像なのかもしれないが、それでも。

　当時の彼女に、ほんの一瞬でも寄り添っていてあげたかったという思いで胸が塞がりそうになる。

「嘘……よね？　全部」

　嘘であってほしいと心の底から願った。

　一拍おいて、花梨はぐすんと鼻をすすってから「そう、嘘」と答えた。

　平気なふりをしていても、花梨の声は震えている。

　アリサは目を開いて手を伸ばし、赤ん坊を抱きかかえるように花梨の頭を優しく抱いた。

「もう忘れていいのよ、嫌なことは全部。家がないなら、好きなだけここにいて。ご飯くらい、いくらでも食べさせてあげるから」

「みんなそういうの。だけどねぇ、花梨がエッチしたくないって言ったら怒ったり叩いたりするの」

「わたしはそんなことしない。だけど約束して、これからはもっと自分を大事にするって」

「大事にぃ？」

「誰とでも寝たりしちゃだめ。そういうことは、本当に好きな人とだけするの。それから何か仕事を見つけて、きちんと働いてお金を手に入れることも覚えたほうがいいわね」

「できないよぉ、仕事なんて。何やればいいかわかんないしぃ」

「探せばいくらでもあるわよ。最初は失敗するかもしれないけど、そのうちにきっとやりたいことも見つかるわ」

　花梨に語りかけながら、アリサは自分自身にも言い聞かせていた。

　本当にやりたいことが、きっといつか見つかる。

　そのときには、両親や兄姉へのくだらないコンプレックスで悩むようなこともなくなっているかもしれない。

「やりたいことなんてない、そんなの無理」

　くぐもった声。

　もしかしたら、また泣いているのかもしれない。

　髪を撫でてやると、ぎゅっと胸にしがみついてくる。

　本当に幼い子供を抱いているようで、アリサは少し笑った。

「甘えん坊なのね、花梨は。大丈夫よ、ゆっくりでいいの。今日はもう眠って、先のことを考えるのは明日にしましょう」

　花梨は黙っている。

　返事の代わりに、小さな寝息が聞こえてきた。

　今日はバーでの一件もあり、いろいろなことを話し尽くして気が緩んだのかもしれない。

　ベッドに連れて行ってあげなくては、と思ったものの手足が鉛のように重くて動けなかった。

　アルコールのせいなのか、立ち上がろうとするたびに泥のような疲れが全身に絡みついてくる。

　ソファーなんかで寝てしまったら、きっと朝には後悔したくなるくらい体が痛むに違いない。

　わかっているのに、うつらうつらと目を閉じてしまう。

　瞼の裏側に、ぼんやりとした映像が浮かぶ。

　幼い女の子が道端に座り込み、しくしくと泣いている。

　暗闇の中、ひとりきりで寂しそうに。

　その女の子の顔は、子供の頃の自分のようにも、花梨に似ているようにも見える。

　大丈夫よ、泣かないで……。

　空想の中の女の子を慰めているうちに、アリサは花梨を胸に抱いたまま、いつしか深い眠りに落ちていた。

　うふふ。

　誰かが笑っている。

　とても楽しそうな声で。

　どうしたの、何をしているの？

　あたりを見回してみても、声の主はどこにもいない。

　どこまでも続くぼんやりとした桃色の空間。

　不安を感じかけたそのとき、強烈な刺激が体の中を走り抜けていった。

　全身が熱く火照り、苦しくて息ができない。

　びくっ、びくっ、と足先が痙攣しているのがわかる。

「あぁ……あんっ……！」

　自分のものとは思えないような恥ずかしい声に、まどろんでいた意識がぼんやりと覚醒していく。

　白く霞んだ視界の中、嬉しそうに微笑む花梨と目が合った。

「やだぁ、もう起きちゃったのぉ？　アリサちゃん」

「あっ……あぁっ……！」

　再び、下半身を鋭い感覚に刺し貫かれていく。

　腹の奥が高熱を発しながら、じくじくと哀しくなるほどせつない疼きを訴えかけてくる。

　何がどうなっているのかわからない。

　アリサはおそるおそる頭を上げて、自分の置かれている状況を確認しようとした。

　強烈な頭痛と目眩。

　見慣れた自室のリビング。

　壁に掛けてある時計の針は午前三時を示している。

　背中にあるのはソファーの柔らかな座面。

　起き上がろうとすると、体のあちこちが鈍く痛む。

　素肌に白いブラウスだけをはおった花梨が、面白くてたまらないといった表情で見下ろしてくる。

　そのブラウスは、今日アリサが着ていたものによく似ていた。

「そ……その服……」

「これ、シルクでしょぉ？　すごくさらさらして気持ちよさそうだから借りたの。だめだったぁ？」

　含みのある笑顔に、ぞくりと寒気がする。

　別に服の一枚くらいどうだっていい。

　問題は、そんなことではなくて。

　嫌な予感が広がっていく。

　ゆっくりと視線を下げたアリサは、そこで初めて自分がほとんど裸の状態で寝かされていることに気が付いた。

　花梨に奪われたブラウスはもちろん、その下につけていたはずのキャミソールとブラジャーまですべて脱がされてしまっている。

　紺色のタイトスカートは腰の上まで捲り上げられ、白いパンティーも太ももの真ん中あたりまでずり下げられていた。

　わずかに開かれた両脚の間には花梨の右手が置かれ、いまもゆるゆるとくすぐるような動きでアリサの恥ずかしい場所をまさぐっている。

　気が遠くなりそうな光景。

　とても現実のことだとは思えなかった。

「やっ、やだ……」

　反射的に逃げようとしたが、腕も脚もまったく思うようには動かない。

　暴れようとしても、腕や脚は鉛の重りでもつけられたようにのったりとした動きを繰り返すばかりだった。

　もどかしげに身じろぎするアリサを眺めながら、花梨が楽しそうに笑った。

「アリサちゃんってお酒に弱いのねぇ。お洋服を脱がせてあげても、あちこち触っても、ちっとも目を覚まさないんだもん」

「ぬ、脱がせた……？」

「そう。だって脱がせてあげないと、いいことできないからぁ」

　いいこと、と言いながら、花梨はうっとりと目を細めた。

　のんびりとした口調と邪気のない笑顔が、アリサの心にわけのわからない不安を呼び込んでくる。

「か、花梨、どうして」

「いいのよぉ、興味ないフリなんてしなくっても。良い人ぶってたって、アリサちゃんも花梨とエッチしたかったんでしょ？」

　さっきまで、すごく可愛い声出してたよぉ。

　あん、あん、って。

　声色を使ってアリサの喘ぎを真似る様子を見て、カッと頭に血が上った。

　信じられない。

　あんなに親切にしてあげたのに、こんなにひどいことをするなんて。

　少し変わった子だけれど、友達になれるかもしれないと思っていたのに。

　信じていた相手に裏切られたような、悔しさと怒りが心の奥からこみ上げてくる。

「やめて……そういう趣味ないって、言ったじゃない……」

　本気で怒りをぶつけたつもりだったのに、張りのない声ではまるで真実味がない。

　花梨は少しも怯まず、いっそう顔を近づけてきて大きな瞳を
瞬
 しばたた

 かせながら興味深そうにアリサを見つめている。

「そういう趣味って、女の子とエッチすること？」

「そ、そうよ」

「嘘だぁ。だってほら……ここ」

　花梨の視線がアリサの顔から下半身へと流れていく。

　くちゅ、と水音が鳴った。

　その途端、びくんと腰が浮き上がった。

　眠りから覚めたときに感じたあの鋭い衝撃が、再び下腹の奥に広がっていく。

「あっ……あ……！」

「ほんとに嫌だったら、こんなに濡れちゃうかなぁ。もうお尻の下までビチョビチョになってるよぉ？」

「だ、だめ……あぁんっ……！」

　これまでにただの一度も感じたことのない、しっとりとした甘い快感に喘ぎ声が止まらない。

　花梨の指先が、アリサの黒い繁みに隠れた秘部の狭間でぐちゅぐちゅと蠢いている。

　剥き出しになった肉芯を撫でまわし、ときには軽く引っ掻くように、そして軽くつまみ上げるように。

　男の指の乱雑な動きとは違う、細やかで繊細な愛撫。

　細胞のひとつひとつが快感に震え、もっと感じさせて欲しいと喚いている。

　頭がくらくらする。

　こんなの、絶対におかしい。

　恋人だった男たちに同じことをされても、不快な痛みしか感じなかった。

　だからアリサは自分が性行為を受け入れられない体質なのだと思い込んでいたし、彼らにどれだけせがまれても最後まですることができなかった。

　これまでの恋愛が長続きしなかった原因のひとつもそこにある。

　二十代半ばになっても処女のままだというのは、アリサにとって根深いコンプレックスのひとつでもあった。

　それなのにいまは、得体のしれない強烈な痺れがじんじんと媚肉全体に染み渡っていく。

　出したくもない声を出し、初対面の女の子の前であられもない姿を晒している。

　どうして？

　今日の自分は普通じゃなかった。

　いつもなら行かないような店に立ち寄り、強い酒を何杯も煽り、友達でもない女の子を連れて帰って来た。

　酔いのせいで判断力が鈍っている。

　まだ半分眠っているのかもしれない。

　きっと、そのせいで。

　心の中で意味のない言い訳を重ねるアリサを嘲笑うように、あそこから漏れ聞こえてくる蜜音が大きくなってくる。

　熱くて、苦しくて、だけど気持ちよくてたまらない。

　心臓から送り出される血液が煮え滾り、あらゆる毛穴から汗を噴き出させていく。

　まだもの足りないとでも言いたげに、いやらしく腰がくねる。

　だめなのに。

　相手は女の子。

　感じたくなんかない。

　やめさせなくちゃ、はやく。

　心の抵抗などものともせず、アリサの肉体は生まれて初めて味わう快楽を貪欲に求めていく。

　満足そうにそれを眺めながら、花梨が内緒話でもするような声で囁きかけてきた。

「ねぇ、気持ちいいんでしょお？　みんなおんなじなの、気持ちいいことが好き、面倒なことは嫌い」

「す……好きじゃない、こんなこと……」

「素直じゃないのねぇ、はやくイッちゃえばいいのに」

「いやっ……あ、あぁっ……！」

　陰核を擦り上げていた指が、愛蜜をまといながらゆっくりと膣口に押し付けられてくる。

　アリサのそこはわずかな抵抗も示すことなく、花梨の指先を受け入れていく。

　体内に異物が挿入されてくる独特の感覚に、心臓が止まりそうになる。

　怖い、だけど痛みは少しも感じない。

　小刻みに震えるアリサの頬に口づけながら、花梨が意外そうにつぶやいた。

「ねぇ、まさか初めてなのぉ？　男ともエッチしたことないとか？」

「う……」

　どう答えるべきかわからないまま、アリサは小さく頷いた。

　言いようもない恥ずかしさで、このまま消えてしまいたいような気分だった。

　目じりから涙が流れ落ちる。

　その雫を温かく柔らかな唇がぬぐい取っていく。

　てっきり馬鹿にしたような笑いが返ってくるものだとばかり思っていたのに、花梨の声は慈しむように優しかった。

「知らなかった、ごめんねぇ。うふふ、でも嬉しい」

「うれし……？」

「花梨が初めての相手なんて、嬉しい。ほんとは仕返しに虐めてあげようって思ってたけどぉ、やっぱり優しくしてあげるぅ」

「し、仕返しって……ん、んっ……」

　ぎゅっと強く押し付けるようにして唇を重ねられた。

　唾液の溶け合う甘い感覚に、脳がじんわりと痺れていく。

　常識だとか理性だとか、いままで大切だと思ってきたものがひどくくだらないものに思えてくる。

　熱い舌先で口の中を愛撫されながら、膣に挿入された指をさらに奥まで突き入れられた。

　自分でも触れたことのない場所を、ぐりぐりと指の腹で抉られていく。

　だめ、いや。

　これ以上されたら、わたし。

　目眩がどんどんひどくなっていく。

　肌の表面をざわめかせている快感が、一点に集約されつつあった。

　わずかな快感も逃すまいとするように、きゅうきゅうと肉路が収縮していく。

　巻き起こる悦楽の波が、アリサの意志を無視して肉体を絶頂へと押し流していく。

　はあ、はあ、と漏れ出す吐息が喉を焼く。

　押し割られていく粘膜が、恐れを抱きながらも未知の悦びに打ち震えている。

　怖い、気持ちいい。

　助けて。

　突如、目の前に火花が散った。

　膣奥がビリビリと電気ショックを受けたように痺れ、手足の先がビクビクと痙攣している。

　なんなの、どうなっているの。

　すがりつくような思いで、口の中でねっとりと絡みついてくる舌の動きに応えた。

　ん、ん、と喉を鳴らして、花梨が頬を赤く染めていく。

　彼女も昂奮しているのが、その体温と表情から伝わってくる。

「イッちゃったの？　アリサちゃん」

「あ……う……」

　わからない、と答えたつもりだった。

　花梨の瞳が熱っぽく潤んでいく。

「アリサちゃんだけずるい。花梨も気持ちよくなりたいなぁ」

　ひそやかな囁きと共に、唇が静かに離れていった。

　奥深くまで挿入されていた指が、ずるりと引き抜かれていく。

　脱力しているアリサは、されるがままでいるしかなかった。

　小さな体が、膝の上に乗りあがってくる。

　花梨は羽のように軽く、体重がまるで感じられない。

　シャツの前がはだけ、小ぶりだが形の良い乳房があらわになった。

　真っ白な乳肌の上で、桃色の可愛らしい乳首がぷくっと丸く膨らんで突き出ている。

　花梨が淫靡に笑う。

「ここ、触ってみて。優しく、そおっと」

　アリサは仰向けに寝かされたまま、言われた通りに手を伸ばした。

　すでに、自分の意志など欠片も残っていないように思えた。

　すべては花梨の思いのまま。

　操り人形にでもなったような気分だった。

　中指の先に、花梨の胸の先端が触れた。

　その硬く尖った突起は驚くほど敏感な反応を示し、二度ほど擦ってやっただけで花梨は熱いため息を漏らした。

「そう、上手ねぇ……もっと……」

　真っ赤な顔をして感じているくせに、妙に偉そうな態度が気に障った。

　いったい何様のつもり？

　わたしの体で好き勝手に遊んだあげく、自分も触って欲しいだなんて。

　そういえば、この子はわたしを虐めてやるつもりだったと言った。

　我儘で意地悪な子。

　思わず指先に力がこもる。

　中指と親指でぎゅっと挟み込むようにして乳頭をつまんだ。

　花梨がびくりと肩を震わせ、痛みを堪えるように眉根を寄せた。

「あん、痛いよぉ……痛い……」

　痛い、と言いながらも、花梨は少しも嫌がらなかった。

　むしろもっと痛めつけられることを、強く望んでいるようにさえ思えた。

　強烈な目眩、激しい頭痛。

　すべて花梨のせいにしたくなった。

　全部、この子が悪い。

　腹が立つ、イライラする。

　小枝のように細い腕に爪を立て、力まかせに自分の方へと引き寄せた。

　少女のように非力な体が、ぐらりと傾いて胸の上に倒れてくる。

　両腕を押さえつけ、自由を奪うのは簡単だった。

　花梨の怯えた表情。

　劣情が掻き立てられていく。

「あ、アリサちゃん……」

「あんたなんか大嫌いよ、花梨」

「い、いや、痛い、いやあっ……」

　指の跡が残るほどの強さで乳房を揉みしだき、乳首をきつく
抓
 つね

 り、それでも足りずに口で咥えて思い切り噛んでやった。

　思ったよりも花梨は抵抗してこない。

　小動物の鳴き声のような悲鳴が、だんだんと媚びるような喘ぎ声に変わっていく。

　唾液をべっとりと塗りつけながら舌の上で転がすようにして乳頭を舐めると、喘ぎがいっそう大きくなった。

　なぜこんなことをしているのか、自分でもわからない。

　花梨をめちゃくちゃにしたい、罰を与えてやりたいという衝動に、どうしても逆らえない。

　心の中の何かが壊れていくような気がした。

　小柄な肉体は乱暴な愛撫に応えるように大きくしなり、やがて嫌がるふりさえもしなくなった。

　子猫のような声で鳴きながら、そろりと両脚を開いてその狭間にアリサの手を導いていく。

「ここ……ね？　いっぱい触って欲しいの」

　お願い、アリサちゃん。

　掠れた声で懇願された。

　頼みを聞いてやる義理はない。

　突き放すべきだとわかっている。

　それでもアリサは花梨を強く抱きながら、そのしっとりと潤んだ秘密の場所に指を差し入れた。

　かすかな違和感。

　そこにあるはずの、陰毛の感触がほとんどない。

　次に出会う誰かのために手入れでもしているのか、それとも見た目と同じく成長が遅いのか。

　後者ならいいのに、と思った。

　バーでの騒動を見た後でも、壮絶な過去の話を聞かされた後でもなお、彼女が他の誰かと交わっているところを想像するのは嫌だった。

「花梨のここ、まだ子供みたいね。なのに、どうしてこんなにいやらしいことが好きなの？」

　低く囁いてやると、花梨は目を伏せて恥ずかしそうにいやいやと首を振った。

「好き、じゃないよぉ……でもエッチなことしたら、みんな優しくしてくれるからぁ……」

「違うでしょう？　花梨」

　柔らかな割れ目を押し開き、その中心を中指と薬指でじっくりと探った。

　陰唇の内側を揉み
解
 ほぐ

 し、敏感な粘膜の入り口を擦りながら。

　花梨の息遣いが荒くなっていく。

　甘えた口調も、いまにも泣き出しそうな表情も、すべて彼女特有の演技なのかもしれない。

　優しくしてもらうための対価としてセックスをするというなら、そこに「仕返し」などという言葉は当てはまらない。

　花梨はまた嘘をついている。

　なんとなくそう思った。

　それならそれでかまわない。

　隠された真意を、どうにかして引きずり出してやる。

　新たな願望が、アリサのサディスティックな欲望を駆り立てていく。

「嘘ばかり言うのね、悪い子」

　たっぷりと潤った膣穴に指を二本潜り込ませ、絡みついてくる熱い肉襞を掻き毟るようにして摩擦した。

　花梨は悲鳴とも泣き声ともつかないような声をあげ、涙をいっぱい溜めた瞳でアリサを見上げてくる。

「う、嘘じゃないよぉ……そ、そんな乱暴に、だめえっ……！」

「だめだなんて思ってないでしょ、触られる前からグチョグチョにしてたくせに。ところで、どうして『仕返し』したいなんて思ったの？」

　一瞬、花梨の目に冷たい光が走った気がした。

　それはすぐに消え去り、元の頼りない少女のような瞳に戻っていく。

「い、言ってないよぉ、そんなこと」

「言ったわよ。ねえ、わたし何か悪いことした？　あなたにはできるだけ親切にしてあげたつもりだけど」

「親切……」

　ふっ、と不自然に言葉が途切れた。

　どうしてもその先に続く何かが知りたくてたまらない。

　陰部を激しく擦り立てながら、空いたほうの手で硬く屹立したままの乳首を何度も撫でてやった。

　腕の中の体が、びくんびくんと大きく跳ね上がる。

「あん、あ……すごいの、んんっ、気持ちいいっ……！」

「本当のことを話して。そうしたら、満足するまで好きなだけ触ってあげる」

「だ、だけど」

「言ったでしょう？　何を聞いてもあんたのこと、嫌いになったりしないから」

「アリサちゃん……大嫌いって、言った」

「そうね。でもわかってるでしょう？　本気じゃないって」

　どこまでが嘘でどこまでが本当なのか、境目があいまいになっていく。

　快感に身を震わせていた花梨が、とうとうしゃくりあげるようにして泣きだした。

　膣から指を抜き、愛撫をやめた。

　うさぎのように赤い目は、それでもどこか挑発的にアリサを睨み据えている。

「なんでそんなこと知りたがるわけ？　いいじゃない、気持ちよくしてあげたんだから！　どうせ二度と会わないのに！」

「どうして二度と会わないなんて決めつけるの？　わたしとはこれ以上仲良くなれない？」

「アリサちゃん、花梨のこと可哀そうって思ってる。可哀そうな子、だから放っておけないって」

「べつに、わたしは」

「わかるの、同情されてるって。それって、すごく腹が立つ。こっちだって必死になって生きてんのよ、なのに全部わかったような顔して、自分を大事にしろだとかやりたいこと見つけろなんて言われたくない！」

「ねえ、何もそんな」

「アリサちゃんとは住む世界が違うの。思い通りになることがひとつもない、いつもゴミみたいに扱われる世界なんて想像できる？」

「わ、わからないけど、でも」

「だけどね、どんなにきれいごとばっかり言ったって、ちょっと触られたらあそこビショビショに濡らして感じるの。同じ人間で同じ女だってこと、それをわからせてやりたいって思っただけ」

　上から目線の親切ぶったお姉さんに。

　花梨の言葉のひとつひとつに、心臓を抉られていくような思いがした。

　そこにいるのは甘ったれた子供の演技を忘れた、過酷な環境にも負けずに生き抜く鋼のような強さを持った女性だった。

　言うべきことはいくらでもあるはずなのに、適切だと思える言葉が見つからない。

　甘ったれているのは自分の方だ。

　理解できたのはそれだけだった。

「ごめん、わたし」

「いいの。めちゃくちゃなことばっかりしてきたのはわかってるし、悪いのはこっちだから」

「花梨……」

「うらやましいよ、アリサちゃんが。その年まで処女でいられたなんて、奇跡だもん」

「やだ、それは言わないで」

　アリサが笑うと、それにつられて花梨も少し笑った。

　間近で見ると、本当にお人形のように可愛らしい顔をしている。

　笑うと花のつぼみが開いたようで、まわりの空気まで明るく染められていくように感じる。

　扱いにくいけれど、すごく面白い子。

　吸い寄せられるように、アリサは花梨の赤い唇にそっと口づけた。

　やっぱりすごく柔らかくて温かい。

　そのまま口に含んで食べてしまいたくなる。

「女の子にキスするなんて、考えたこともなかったのに。世の中ってわからないものね」

　アリサがつぶやくと、花梨はまた無邪気な表情を取り戻しておねだりをするようにまだ熱を持ったままの体を擦り寄せてきた。

「まだ嫌いになってない？　花梨のこと」

「なってない。全然」

「じゃあ、もっとキスして。明日も、明後日も、ずっと」

「キスだけでいいの？」

「毎日アリサちゃんといられるなら、それでもいいよぉ。だけど、花梨ね、もっと気持ちよくなれることも教えてあげる」

「だったら、教えて」

「うん」

　くすくすと笑いながら、花梨が頭の位置をアリサの腹の方へと下げていく。

　何をするつもりなのかすぐにわかったが、今度は少しも拒まなかった。

　開かれた両脚の間に、花梨の唇がつけられていく。

　粘りつくような舌先の感触を愉しみながら、アリサはせり上がってくる新たな快楽に身をゆだねた。
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「新しいものをお持ちしましょうか？」

　すぐ近くで聞こえた男の声に顔を上げると、カウンター越しにこちらを見ているケンと目が合った。

　昨日と同じ時間、同じバー。

　下品な大音量の音楽も大勢の客たちが騒ぐ声も、なにもかもが昨日と同じ。

　違うのは、花梨が隣にいないことだけだった。

　手元のグラスには口もつけていない。

　綺麗な球形だったはずの氷は、すでに三分の一程度しか残っていなかった。

「いらない。もうすぐ帰るから」

「一時間前もそうおっしゃっていましたよ」

「もう、うるさいなあ！　他にも客はいるんだから、そっちの相手してくればいいじゃない。放っておいて」

「他のお客様は、そんなフラれたばかりの女子高生みたいな顔はしていません。アリサさんって、けっこう意地っ張りですよね」

「失礼ね、意地なんか張ってないわよ」

「そう言わずに、僕で良かったら話くらい聞きますから。まあ、何があったかだいたい想像はつきますけどね」

　ケンは相変わらず淡々とした動作で、注文されたカクテルを作ったりグラスを磨いたりしている。

　彼なりに気遣ってくれているのはわかる。

　でも、いったい何をどう話せばいいのだろう。

　アリサは頬杖をついたまま、がっくりと肩を落として唇を噛んだ。

　今朝。

　目が覚めると花梨はすでに消えていた。

　連絡先はもちろん、アリサ宛てのメモ書きひとつも残さずに。

　散歩にでも出たのかと思ったが、一時間待っても二時間待っても戻ってこない。

　まだ話したいことが山ほどある。

　あの子だって、毎日キスしたいって言ってたのに。

　花梨のことを考えると何も手につかず、ただうろうろと部屋の中を歩き回って夕方までの時間を潰した。

　今夜、ひとりきりで眠るなんて耐えられない。

　これではまるでヤリ逃げされた女のようで情けないとも思ったが、とにかく花梨に会いたくてたまらなかった。

　そして夜になり、アリサはとうとうマンションを飛び出してこの店にやって来た。

　他に探す当てもなく、とりあえずここに来れば誰かが彼女の行方を知っているような気がしたからだ。

　結果から言えば、花梨はすぐに見つかった。

　バーの入り口近くにあるテーブル席で、アリサの知らない年上の男と楽しそうに笑い合っていた。

　肩をくっつけあって腕を絡め、恋人同士のようなそぶりで。

　それを見たとたん、胸の奥が焼けるように痛んで声をかけることもできなくなった。

　花梨は入り口で立ち尽くしているアリサをちらりと見た後、まるで気が付かなかったとでも言わんばかりに無視をした。

　そしていまも同じ男と手を繋ぎ合い、ときどき彼の頬にキスをしながら、いかにも嬉しそうな顔でおしゃべりを続けている。

　アリサはカウンターに座り、ときおり後ろを振り返りながら遠目に花梨を眺めていることしかできずにいた。

　ケンが新しい酒の入ったグラスを差し出しながら、可哀そうな捨て犬でも見るような視線を向けてくる。

　だから、やめておけと言ったでしょう。

　そう言いたそうな目。

「まさか、本気で花梨さんを好きになったわけじゃないですよね？　もしそうなら、いまさらですが諦めたほうがいいですよ」

「あんな子のこと、好きになるわけないじゃない。だけど無視されるとは思わなかったから、びっくりしちゃって」

「そういう人みたいですね、いつも気まぐれにまわりを振り回して楽しんでいるというか。明るくて面白いですから、僕は嫌いではないですが」

「うん……」

　ケンの声はあまり耳に入ってこない。

　自分の何がいけなかったんだろう。

　昨日は、たしかに特別な関係になれたと思ったのに。

　花梨にとっては、いつもの軽い遊びの延長だったのか。

　一度体の関係を持っただけで、もう用済みになってしまったのか。

　花梨はよほど隣にいる男が気に入ったのか、ベタベタと体を触られても平気な顔をしている。

　今夜はあの男の部屋に泊まるつもりなのだろうか。

　考えれば考えるほど、どんどん気が滅入っていく。

「昨日よりひどい顔をしていますよ。アリサさん」

「そりゃそうよ、もう最低。派手な交通事故にでも巻き込まれた気分。なんていうか、人生を丸ごとひっくり返されたみたい」

「そういうのは、ひとりで抱え込んでちゃいけないんです。無理しないでください、今夜こそ僕がゆっくりお話を聞きますから」

「お話ねえ……」

　そういえば昨日も、そんな約束をした気がする。

　だけど彼を連れて帰ったところで、気持ちが楽になるとも思えない。

「いいけど、わたし男が相手じゃダメみたい。エッチしたいなら、誘っても時間のムダよ」

「自意識過剰だなあ。そんなつもりはないと言ったでしょう。お話を聞いて気晴らしを手伝いたいだけです。だいたい、他の女性とそんなことをしたら彼女に叱られますから」

「え、彼女いるのに花梨とヤッちゃったの？　それもちょっとまずいんじゃない？」

「だから、あの子とはヤッてません。困っていたから泊めてあげたんですが、むこうが勝手に脱がせてきて」

「でも、その、舐めさせたんでしょう？」

「それこそ事故みたいなものです。昨日、花梨さんと何があったか思い出していただければわかってもらえるかと思いますが」

　それに途中できちんと追い出しました、と、ケンはそこだけ妙に強調して言った。

　ああ、嫌だ。

　男のアレを咥えている花梨を想像するだけで、吐き気がこみ上げてくる。

　とにかく話題を変えたいと思い、アリサはケンの手元に目をやった。

　右手の薬指に細い銀色のリング。

　ただのアクセサリーにしては地味すぎる。

「それ、彼女とお揃い？　そういう相手がいるっていいよね」

「彼女にも渡してありますが、つけてくれないんです。いや、そもそもまだ僕の片想いなのかもしれないなあ」

「なに、付き合ってもないのに指輪渡したの？　もしかしてあんた、ストーカー？」

「人聞きの悪いことを言わないでください。一応、同じ家で一緒に暮らしているんです。それに彼女は幼馴染というか、姉というか、とにかく説明が難しくて」

　あまり感情を顔に出さないタイプかと思ったが、彼女のことを話すときだけは少し頬が赤くなっている。

　他人の恋愛話なんて久々に聞いた。

　これはこれで面白い。

「へえ、ほんとに好きなんだ。体の相性もいいの？」

「か、彼女とは、まだそういう関係じゃありません！」

「えーっ、同棲してるのに？　じゃあ寝るときどうしてるのよ、手は繋ぐ？　キスは？」

「ど、同棲というより、正しくは同居です。寝室は別々ですから、そういうことは」

　ケンは目に見えて動揺し、手に持っていたグラスを床に落としそうになってあたふたしている。

　なんて純情でベタな反応。

　学生時代の純情な同級生を見ているようで、懐かしくて甘酸っぱいような気持ちになってくる。

　この調子なら、一晩中からかっていても飽きないかもしれない。

「決めた。その話もっと聞かせてくれるなら、わたしのマンションに連れてってあげる。早めに仕事切り上げてよ」

「いいですけど、僕の話なんか面白くないと思いますよ。さっきより少し元気になられたようで何よりですが」

「うんうん、すっかり元気になった！　こんなところ、早く出て帰ろう」

　これ以上、ここにいるのは辛すぎる。

　できるだけ花梨の姿を視界に入れないようにしながら、アリサはわざと大きな声をあげて笑って見せた。

「ふうん。じゃあ、バーテンは本業じゃないのね？」

「僕は普通のサラリーマンです。あれは叔父の店なんですが、入院中で仕方なく手伝いを……あ、食器はこっちでいいですか」

「どこでもいい。っていうか、ちょっと落ち着きなよ」

　アリサの部屋に着いてから、ケンは一度も座ることなくドタバタと走り回って散らかった室内を片付けてくれていた。

　しかもどことなく楽しそうに見える。

　よほどの潔癖症か、無類の掃除好きなのか。

　変な男。

　アリサはソファーに座ったまま、ぬるくなった缶ビールを片手に働き者の背中をぼんやりと眺めていた。

「こっちに座りなって。ねえ、聞いてる？」

「最初に言ったと思いますが、僕は親切なんです。部屋がきれいになれば、心も少しは晴れるでしょう」

「バーに来る客の家を全員訪ねて掃除してまわってんの？　それ、ちょっと変態入ってると思う」

「いえ、生きる気力を失くしてしまったような人を見ると放っておけないだけです。それに、普通の人はよく知らない人間を簡単に家に入れたりしませんし」

「生きる気力？　わたし、そこまで落ち込んでたかなあ」

「はい、僕にはそう見えました」

「でも、なんで放っておけないの？　ただの親切にしちゃ、度を超してるような気がするんだけど」

「うーん、重い話になるので簡単に言いますが、僕は子供の頃に思いやりが足りなかったせいで兄を失いました。それ以来、誰にどう思われようが身近にいる人には親切にしようと決めたんです」

　この話はここまでで勘弁してください、とケンは言葉を切った。

　なにやら彼もいろいろと事情を抱えているらしい。

　人にはそれぞれ踏み込まれたくない領域がある。

　アリサは何も聞かなかったふりをして話題を変えた。

「ところで、彼女にはちゃんと好きだって言った？」

「もちろん言いました、そのときに指輪も渡してあります。ああ、またこんなところに食べこぼしが」

　ため息をつきながら必死になって床の汚れを擦っている姿は、親切な友人というより子育て中の母親に近いものがある。

　彼女と進展できない理由はそのあたりにも関係しているのではないかと思ったが、アリサはあえて黙っておいた。

「わたしじゃないわよ、それは花梨がこぼしたの。でもさあ、最初の告白でいきなり指輪渡すとか、ちょっとやり過ぎじゃない？」

「それが悪かったのかな、なかなか返事をもらえなくて僕もいつまで待てばいいのか……これはケチャップかなあ、落ちませんね、洗剤借りていいですか？」

「その棚にあるから好きなの使って。彼女からの返事って、どれくらい待ってるの？　一ヶ月？　半年？」

「どれくらいかなあ、なにしろ告白したのはまだ僕が十五か十六の頃だったから、かれこれ十年以上前のことなんです。おお、この洗剤はよく落ちますね」

「じっ、十年？」

　アリサは思わず自分の十代半ばから今までの十年間を振り返った。

　セックスこそ最後までできなかったものの、付き合った男の数は両手の指におさまらないほどいる。

　付き合ってもない相手のことを十年もひたすら想い続けていられる人間がいるなんて、とても信じられない。

　花梨が聞いたら、きっと腰を抜かすほど驚くだろう。

「十年間、ずうっと彼女一筋だったの？　他の女の子とデートしたりセックスしたりしなかったの？」

「はい、僕がそういうことをしたい相手は彼女だけですから。彼女のほうはわかりませんが」

　ケンは床を拭き終わって満足したのか、晴れ晴れとした顔で掃除用具を片付けていく。

　恋人としてはともかく家にひとり置いておくと便利だろうな、とアリサは思った。

「ぐずぐずしてないで襲っちゃえばいいじゃん。それでダメなら次の女に行きなよ、時間もったいないって」

「口で言うほど簡単にはいかないんですよ。僕は、その」

「あ、アレか、例の勃起不全」

「違います。プライドにかけて言いますが、好きな相手とならいつでもできます。それより、どうしてお皿の上に小銭がばらまいてあるんですか」

「さあ、酔ってたから覚えてない。ねえ、じゃあどうしてさっさとセックスしないの？　ふたりともいい年をした大人なのに」

「いまの関係を壊したくないから、としか説明できませんが。ああもう、こんなところにワインの瓶が倒れて絨毯に染みができているじゃないですか」

「放っておいてよ、気になったらクリーニングに出すから。あのさあ、なんだか彼女に対して弱気すぎない？　もっと押しまくればいいのに」

「いや、会社では僕の上司ですし、そうもいかないんです。なんというか彼女がこう、バリケードを張っているというか」

「なんだそれ。あんた、嫌われてんじゃないの？」

「やっぱりそうなのかなあ。でもですね、けっこうキツいことも言うくせに打たれ弱いところもあって、僕が諦めて彼女から離れようとすると一晩中わんわん泣いて大変なことになったりするんです」

「うわあ、面倒な女！」

「そういう言い方をしないでください。とても気丈で素直じゃないところもありますが、僕にとっては最高に可愛い人なんですから」

「でも、エッチはさせてくれないんだ？」

「その質問から離れられないんですか、あなたは。ええと、一度だけそういう雰囲気になってキスはしたんですが、やっぱり泣かれてしまって先に進めなくて」

「馬鹿ねえ！　それ、嬉しくて泣いたんじゃない？　そのままぐいぐい攻めていけば絶対最後までヤレたって」

　いけいけ、やれやれ、と手を叩きながら、アリサはげらげらと笑い転げた。

　なにしろ他人事だから、いくらでも好き勝手に騒げる。

　でも、本当はちょっとだけ羨ましかった。

　そこまで好きになれる相手に巡り合えるなんて、ほとんど奇跡のようなものだと思う。

　純度百パーセントの片思いを貫く彼に比べると、自分が薄汚い存在のように思えてくる。

　キスくらいなら、望まれれば誰とでもしてきた。

　相手のことが好きでたまらないと感じた経験なんてないかもしれない。

　唯一特別だと思えたのは、昨日の花梨とのキスだけだ。

　ケンは腕まくりをしながら、今度はティッシュと洗剤を片手に絨毯の染み抜きを始めた。

「酔ってるからって、勝手なことを言わないでください。あまり強引なことをして嫌われたくないんです。かといって、ずっとこのままというのも問題だとは思うんですけどね」

「今日はそんなに酔うほど飲んでないわよ。でもその彼女、なんとなく待ってる気がする、あんたが押し倒してくれるのを」

「ほんとですか？　いや、でも違っていたら大惨事だしなあ」

「ちょっと試してみれば？　ほら、壁ドンみたいな、ドキドキするシチュエーションを作って彼女の表情から察してみるとか」

「えぇ……そんな漫画やドラマみたいに、うまくいくものですかねえ」

「もたもたしてる間に、他の男に盗られてもいいの？　例えば彼女とこう向き合ったとしたら、そのときに手をこうして」

「わっ、何をさせるんですか。困ったなあ」

　とりあえず正面にケンを立たせ、自分の肩をつかませてソファーの背に押し付けさせてみた。

　が、どうにもぎこちなくてしっくりこない。

　これが花梨だったら、くっついてふざけ合っているだけでもっと楽しくなれるのに。

　一度そう思ってしまうと、もうだめだった。

　頭の中が花梨のことだけで埋め尽くされていく。

　あの子、いまごろどうしているんだろう。

　やっぱり、無理やりにでも連れて帰ってくればよかった。

　ほとんど病的に心が花梨を求めている。

　それなのにあの子がここにいないなんて。

　現実は本当にままならないものだと思う。

　ケンは不自然な体勢のせいか、両腕と両脚を突っ張ってぷるぷると不格好に震えている。

「これ、ドキドキしますか？　僕は腰がやられそうなんですけど」

「ううん、全然。でも好きな相手にされると、効果あるかも」

「なるほど。たしかにアリサさんじゃなくて彼女だと思えば、僕もドキドキするかもしれません」

「はいはい、彼女じゃなくて悪かったわね。へえ、あんたの顔って近くで見ると女の子みたい。綺麗系だから化粧映えしそう」

「そんなこと初めて言われました。襲わないでくださいね」

「襲わない。だってわたしがセックスできるのは本物の女の子だけみたいだから。オチ×チンついてる人間に用はないのよ」

　こんなことを言えるようになったのも、花梨の影響だろうか。

　ケンが体を起こして何か言い返そうとしたとき、彼のポケットからピロリンと短い電子音が聞こえてきた。

　素早い動作でスマートフォンを取り出し、慌てて文字を打ち込んでいる。

　その表情がちょっとにやけているのを、アリサは見逃さなかった。

「彼女から？」

「はい、このところずっと僕の帰りが遅いのを心配しているようで。珍しく素直に、僕がいないと寂しいっていうメッセージが」

「チャンスだよ、それ。ほら、早く帰って思いっきり抱き締めてあげて！」

「いや、いきなりそんなことは」

「いいから帰りなさいよ。今日はいろいろありがとう。ほんと、元気出た」

「そうですか？　お役に立てたのなら良かったです」

　根本的な解決にはなっていないが、とりあえず気晴らしにはなった。

　花梨のことは早く忘れて、明日からまた新しい職探しでも始めよう。

　お礼を言いつつケンを送り出そうと玄関のドアを開けたアリサは、思わず自分の目を疑った。

　廊下の隅で、女の子が膝を抱えて座っている。

　服装はジーンズ地のミニスカート、見覚えのある白いブラウス、そして汚れたスニーカー。

「花梨？」

「えっ、花梨さん？」

　ふたりの声に花梨はキッと顔を上げ、苛立ちをぶつけるようにドカドカと地面を蹴った。

「花梨を置いて帰るなんてひどぉい、アリサちゃんの馬鹿ぁ！　そんで、なんでケンちゃんがいるのよぉ！　嫌い、もう嫌ぁい！」

「えっ、でも男の人と一緒だったから」

「あんなの、アリサちゃんに嫉妬してもらうために決まってんじゃん！　あそこで花梨のこと叱って、おうちに連れて帰ってほしかったんだからぁ！」

「わ、わかんないわよ、そんな」

「何回もドア叩いたのに出てきてくれなかった！　ひどぉい、信じられなぁいっ！」

　廊下に響き渡るような大声で怒鳴り散らしたかと思うと、うええん、と芝居がかった声で泣きだした。

　どこまで本気なのかわからないが、近所迷惑なのは間違いない。

　あっけにとられて固まっているうちに、ケンが腕を持って花梨を立たせながら優しく慰めてやっている。

「さあ、もう泣かないでください。アリサさんに会いに来たんですよね？　あとはどうぞ、ふたりでゆっくりお話を」

「んもう、触らないでよぉ！　ケンちゃんなんか大っ嫌い、花梨がいない間にアリサちゃんとエッチしちゃうなんて最低！」

「いいえ、何もしていません」

「嘘つかないでよぉ、ふたりきりで他にやることなんて何もないでしょっ！　チン×ン小さくてふにゃふにゃのくせにぃ！」

「だから、僕のは小さくありません。なんでもご自分の感覚に当てはめて考えないでください。じゃ、僕はもう失礼しますから」

　どうぞ、と花梨をアリサの胸に押し付けて、ケンはエレベーターホールに向かって走っていってしまった。

　花梨はケンを追い払ったことで気が済んだのか、機嫌を直してにこにこと笑っている。

「お店まで花梨のこと探しに来てくれたんだよねぇ？　会いたかった？」

「会いたいっていうか、どうしたんだろうって心配だった。もう嫉妬させようなんて馬鹿なこと考えないで」

「だって、嫌われたくないんだもん。ねえ、花梨のことまだ飽きてない？」

　嫉妬させて飽きられないようにするなんて、いろいろと間違っているような気がする。

　でもアリサは途中で理解することを諦めた。

　きっと花梨は、彼女にしかわからない理屈のなかで生きているのだろう。

「昨日会ったばっかりでしょ。それにあんたみたいな変な子、そう簡単に飽きるわけないじゃない」

「じゃあ、花梨とキスしたい？　エッチしたい？」

「またそういうことばっかり言って。無理にエッチなんてしなくても」

「したくないの？」

　途端に花梨の表情に暗い陰が差し、目の縁に大粒の涙が盛り上がっていく。

　こんなの演技だってわかっているのに、それでも胸が痛くなる。

　どうやってもこの子には勝てない。

「ああもう、泣かないでよ。したい、すごくしたい。キスもエッチも」

「ほんと？　わーい！　今日はねぇ、アリサちゃんと遊ぼうと思って面白いオモチャ持って来たんだよぉ」

　花梨は涙をすぐに引っ込めて、足元に置いていた紙袋を得意げにアリサに差し出した。

「いつもこんなの使ってるの？　花梨ってほんと変態」

「だって気持ちいいもん……あ、やん……ん、んっ」

　洗い立てのシーツを敷いたベッドの上で、花梨が白くしなやかな肢体をくねらせている。

　張りのある艶やかな肌に触れているだけで、不安や怒りをため込んでいた心が和らいでいく。

　今夜はふたりでシャワーを浴びた後、濡れた体を拭く余裕もないままもつれあうようにベッドに入った。

　はじめはお互いにゆっくりと触りあっていたはずなのに、気が付けばアリサが一方的に愛撫する側になっていた。

　爪を立てて胸を揉み、真っ赤になるまで乳首をしゃぶり、ほとんど無理やり両脚を開かせて花梨の中を何度も指でまさぐった。

　彼女のそこが敏感に反応して泉のように潤んでいくのを感じることで、アリサ自身の同じ部分も熱く疼いて濡れてくる。

　欲情するという言葉の意味が、初めてわかったような気がした。

　もしも自分に男性器があったなら、迷わず花梨の奥に突き立てていただろうと思う。

　叶わない願いを察したように、花梨がそっとアリサの秘部に太ももを押し当ててきた。

　細く柔らかな足に、あの恥ずかしい割れ目をゆっくりと擦られていく。

　媚肉の奥深いところから溢れてくる蜜液が、アリサの媚肉に淫靡な熱と甘い痺れを染み込ませていく。

　肉の悦びは感情をも揺さぶり、花梨のことをかけがえのない存在だと錯覚させていく。

　これまでの男たちとの中途半端な性体験など、すべて消し飛んでしまうほどに気持ちいい。

　どんなに激しくしても花梨は嫌がることなく、もっとして欲しいとせがんでくる。

　花梨のあげる甘えたような声を聞いていると、淫らな衝動が堪えきれなくなっていく。

　もっと感じさせてみたい。

　いままでのことを全部忘れるくらいに。

　自分の痕跡を、このつるりとした肌に刻み込んでやりたい。

　だけど、これ以上どうしたらいいのかわからなかった。

　男女の場合は、最終的に精液を膣に流し込むという方法で征服欲が満たされる場合があるのかもしれない。

　だけど女性同士では、何を目指せばいいのかがわからない。

　そうこぼすアリサに、花梨はくすくすと笑いながら持参した紙袋の中身をベッドの上にばらまいて見せた。

「難しく考えちゃだめぇ、一緒に気持ちよくなれたらそれでいいのぉ。あと、こんなオモチャで遊ぶのも面白いよぉ？」

　花梨の指さした先にあるのは、巨大な男根の形を模した派手なピンク色のディルド。

　小さな卵くらいの大きさで、長いコードに繋がった丸みのあるプラスチック製のピンクローター。

　何に使うのかわからないが、小さな球をいくつも連ねて作られたような棒状のものや、真っ赤な縄、粘着テープ、それに玩具の手錠まである。

「全部新品だから綺麗だよぉ。ラブホテルの経営してるお友達がいっぱい分けてくれたんだぁ」

「そう、お友達が……」

　花梨に友達なんかいない。

　どうせ適当な男をつかまえて、イッパツ抜いてやった代わりにおねだりでもしたのだろう。

　考えたくもない状況が、頭の中に次々と浮かんでくる。

　気分が悪くなるだけだと思うのに、卑猥な妄想が止まらない。

　花梨はからかうような目でアリサを見つめながら、疑似男根の先端をねっとりといやらしく舐めた。

「アリサちゃん、遊ぼうよ」

　誘うような声に鳥肌が立つ。

　花梨の赤い舌が動くたびに、自分の肌の一部を舐められているような錯覚があった。

　温かく湿った唾液の感触が、器具を通して伝わってくるような気がした。

　乳首の先端がじんじんと痺れ、目で見てもはっきりとわかるくらいに硬くしこっていく。

　眺めているだけでは耐えられなくなり、思わずディルドを奪い取って花梨の唇を吸った。

　好き、アリサちゃん好き。

　うわごとのように花梨が繰り返す。

　信じられるわけがない。

　何も答えないまま、ディルドの亀頭部分を花梨の股間に押し当てた。

　そのままぐりぐりと
捩
 ね

 じるように擦りつけてやっただけで、柔軟な秘肉はすんなりと性具の突端を飲み込んでいく。

　そのまま根元までゆっくりと挿入してから少しずつ抜き、また勢いよく最奥部まで突き入れた。

　花梨の腰がびくんびくんと飛び跳ねるように痙攣している。

　それを見ているうちに、アリサ自身もシーツに水たまりができるほど濡れていた。

　自分の愛撫がひとりの女を弄んでいるという実感があった。

　初めて知る種類の昂奮。

　自分の中に眠っていた倒錯的な欲望が呼び覚まされ、思考回路がめちゃくちゃに乱されていく。

　花梨がやんわりとアリサの手を止めさせてディルドを引き抜かせ、耳元に唇をつけてひそひそと囁きかけてきた。

「ねぇ、交代しよぉ。アリサちゃんのこと、エッチなオモチャで気持ちよくしてあげたいのぉ」

「えっ、そんなことしなくていいわよ」

「痛くしないよぉ、優しくしてあげる。もっとアリサちゃんの感じてる顔、いっぱい見たぁい。いいでしょ、お願い」

「だ、だめ」

「どうして？　恥ずかしいのぉ？　少しだけ試させてよぉ、嫌だったらやめるからぁ」

　耳に流れ込んでくるひそひそとした声に、神経がくすぐられていく。

　花梨がぎゅうっと抱きついてくる。

　ふいに、子供の頃大事にしていた人形を思い出した。

　眠るときには手放せなかったものだったが、いったいどこへやってしまったのだろう。

　思わず花梨の手を握りしめた。

　そうしないと、彼女がどこかへ消えてしまいそうで怖かった。

「少しだけなら……」

「うふふ、嬉しい。このちっちゃいのから試してみようかなぁ、スイッチ入れてあげるとぉ、ブルブルして可愛いの」

　花梨はアリサの横に添い寝しながら、ピンクローターをつまみあげた。

　見慣れない器具を使われることに、少しだけ不安があった。

　いったいどういう感じがするものなのか、想像もつかない。

　スイッチが入るとブーンという作動音が鳴り始めた。

　なんだか嫌な音。

　花梨の指先は慣れた様子でそれを手の中に握り込み、アリサの胸の先に触れてきた。

　ピンクがかった乳輪の周囲を、焦らすようにゆっくりと何度もなぞっていく。

　描かれる円の半径はだんだんと狭められていくのに、乳頭の突起部分には触れてこない。

「んっ……うっ……！」

　微弱な振動が乳肌にビリビリと伝わってくる。

　感覚が過敏になっているせいか、わずかな刺激がじわじわとした疼きに変わり、甘い痺れが乳腺を通って脊髄まで染み込んでくる。

　指や舌とは別の機械的な愛撫。

　屈辱感と恥ずかしさがないまぜになって、さっきまでとは真逆のマゾヒスティックな快感に目覚めさせられていくようだった。

　気持ちよくなんかない。

　こんないやらしいオモチャなんて使ってほしくなかった。

　だけど花梨が強引だから。

　わたし、本当は。

　もはや心の中での言い訳さえも、言葉がまとまらなくなっていく。

　おかしな声を出してしまわないよう、アリサは唇を引き結んでじっと耐えていた。

「どう？　アリサちゃん、気持ちいい？」

「よ、よくない、こんなの……全然……」

「うふふ、そっか。そうだよねぇ、こんなの全然足りないよねぇ」

　花梨はにっこりと微笑み、何を思ったのかベッドの端に転がっていた粘着テープを手に取った。

　また背筋が薄ら寒くなる。

　何を考えているのかわからない。

「か、花梨？　ねえ、何を」

「いいでしょ、もっとこっちに来て」

　花梨に腕を引き寄せられた次の瞬間、乳首の真上から強くピンクローターを押し付けられ、そのままべったりと粘着テープで貼り付けられた。

　強烈な振動が胸の芯まで震わせていく。

　体に力が入らなくなってくる。

　恥ずかしい、めちゃくちゃ気持ちいい。

　だけどそんなこと、絶対に口には出したくない。

「んんっ……！」

「勝手に外しちゃだめよぉ？　これは遊びなんだから。もう一個、次はこっちにも貼ってあげるねぇ」

「やっ、やめ……あっ……！」

　感じていないフリをしていたかったのに、背中がびくんびくんと反応してしまう。

　同じ形状の器具が反対側の乳首にもテープで固定され、与えられる快楽も考えられないほど跳ね上がっていく。

　体はいまにも燃え上がりそうなほどの熱を帯びている。

　腰の奥のほうがじんじんと疼き、また新たな蜜液が股間をぐっしょりと濡らしていく。

　湧き上がってくる愉悦に指の先まで痺れさせられ、自分の力では貼り付けられた性具を取り払うこともできない。

　アリサはベッドの上で身をよじりながら、ただ荒い呼吸を繰り返すばかりだった。

「だ……だめ、花梨！　もう、やめて……」

「ねえねえ、気持ちいいって言ってよぉ。乳首気持ちよくてたまんない、イッちゃう、って言ってみて」

「い、嫌よ、そんな」

「言えないんだぁ？　じゃあ、エッチなこといっぱい言いたくなるようにしてあげるぅ」

　花梨は歌うような調子でそう言い、ローターを密着させたままアリサを転がすようにしてうつ伏せに寝かせた。

　カチリ、とコードの先に繋がったスイッチを弄る音がして、振動がいっそう強くなってくる。

「あぁ、いやぁ……いやあっ……！」

　アリサは枕で顔を隠し、後から後からこみ上げてくる快感に身もだえしながら喘いだ。

　こんなに同じところばかり責められると、胸だけでも絶頂に達してしまいそうになる。

　感じているところ、見られたくない。

　しかも、こんなにいやらしい道具なんかで。

　昇り詰めようとする肉体をどうにか堪えようとしているうちに、両手が腰の後ろ側へとまわされた。

　手首にひやりとした冷たいものが触れ、カチャッ、カチャッ、と何かの留め具が嵌められるような音が二度響いた。

「んっ……花梨、何を」

「何って、手錠をしてあげただけよぉ。ふふ、このほうが気分出るじゃない？」

　遊びよ、ただの遊び。

　楽しんで、アリサちゃん。

　花梨の声が脳内でくるくると回っている。

　だけど、間違っている。

　こんなの、誰かに知られたらもう生きていけない。

　快感が深まるほど、理由のわからない罪悪感に心が埋め尽くされていく。

　アリサは苦しげに息を弾ませ、嵌められた輪から逃れようとして両腕を揺すった。

「やめて、手錠なんて……は、外して」

「だめだめ、暴れたら綺麗なお肌に傷がついちゃう。心配しなくてもすぐに外してあげるからぁ、ね？」

　花梨は子供を相手にしているような口調でなだめながら、アリサの太ももに手を掛けて両脚を広げさせていく。

　そうしている間も乳首への刺激は休むことなく続けられ、肉体は快楽の渦に巻き込まれていく。

「も……やだ……あ、あっ……」

「そうやってビクビクしながらエッチな声出してるアリサちゃん、すっごく可愛い。まだイッちゃだめよぉ？」

「だ……だめ」

「少し冷たいかもしれないけど我慢してね。わかった？」

　花梨が後ろから腰を抱えるようにしながら、押し開かれた秘部に粘度の高い液体を垂らしてきた。

　濃厚な蜂蜜が流し込まれるような感触。

　濡れそぼった秘唇を捲り上げられ、膣の入り口からその奥まで指でグチュグチュと液体を擦り込まれていく。

　ぬるぬるして気持ち悪い。

　だけど、あそこが熱くて気が変になりそうなくらい感じる。

　花梨は相変わらず嬉しそうに笑っている。

「ローションだけでそんなに感じちゃうのぉ？　じゃあ、バイブ入れてあげたらどうなっちゃうのかなぁ」

「い、いや、もういやっ！」

「もうちょっとだけお尻上げてみて。そう、いい子ねぇ」

　花梨は嫌がるアリサの腰を抱え上げ、うつ伏せのまま尻だけを高く突き出すような姿勢をとらせた。

　耐えがたい恥辱。

　それさえも、いまは快楽を深める材料になっていく。

　秘部の真ん中あたりに、指や舌ではない丸みのある硬いものが押し付けられた。

「これ、何かわかるよねぇ……アリサちゃんが花梨の中に入れてくれた、アレ」

「あ……」

「これもねぇ、スイッチがついててブルブルして動くの。ちょっと激しすぎるかもだけど、いいよね」

「い、いや、やめて！」

「ワガママな子は嫌われちゃうよぉ、そうでしょ？　アリサちゃん」

　ローションと自らの分泌液でべっとりと濡れた膣口が、めりめりと押し割られていく。

　巨大な異物が耳障りなモーター音を鳴らしながら、アリサの中に沈み込んでこようとしていた。

　強烈な振動に回転が加えられた独特の動きで、震える蜜襞を徹底的に擦り上げてくる。

　狭い肉路が裂けてしまいそうなほどの圧迫感。

　自分の内部を侵されていくことの悦び。

　そこには優しい愛撫とは別種の、女の本能を抉りだされていくような快感があった。

　自分の体はずっとこれを求めていたのだと、初めて気づかされたような思いだった。

「んんっ、あっ……あぁっ……！」

　脳が溶かされ、すべての神経が麻痺させられていく。

　何をされても快楽にしか感じられない。

　アリサの秘部はわずかな抵抗もなく、むしゃぶりつくようにして淫らな玩具を受け入れていく。

　花梨は焦らすように半分ほど挿入した後、一息にアリサの膣奥までバイブレーターを捻じ込んできた。

　腹の奥で燃え盛っていた快楽の炎が、火の粉をまき散らしながら淫蕩な粘膜を焼き尽くしていく。

　こんな下品なモノで感じたくなんかなかった。

　だけど病みつきになりそうなくらい気持ちいい。

　こんなの、わたしじゃない。

　壊れる。

　花梨に壊されてしまう。

「あらら、自分でお尻振っちゃうくらい感じてるんだぁ？　でもいいのぉ？　そんな格好しちゃってぇ」

「か、花梨……やめて、もう……イッちゃうっ……！」

「おっぱいとあそこをオモチャで虐められて、そんなに気持ちよくなっちゃうなんてね。アリサちゃんも悪い子だよねぇ」

　わたしとおんなじ。

　花梨は嬉しそうにそう言った。

　相変わらずのんびりとした口調。

　アリサは自分でどうすることもできないまま、オーガズムへと追いやられていく。

　これほど恥ずかしい格好のままで達してしまうのは、どうしても嫌だった。

　せめて、手錠を外してほしい。

　オモチャを抜いてほしい。

　泣きそうになりながら頼んでみても、花梨は何ひとつアリサの願いを叶える気はないようだった。

「どうして……こんな……」

「だって、花梨のこと裏切ったじゃない」

　声の調子が変わった。

　怒っているようにも、悲しんでいるようにも聞こえる。

「裏切っ……？　あ、あっ」

「花梨のこと放っておいて、ケンちゃんと遊んだじゃない！　花梨とキスしたいって言ったくせに！」

「だから、それは……」

「だめっ！　花梨のことだけ見てくれなくちゃ嫌なのっ！」

「い、いやっ、きゃあっ！」

　性具が一番深いところまで突き入れられ、子宮口の奥まで犯そうとするように激しく攻め入ってくる。

　痺れる、苦しい。

　息ができない。

　そこはだめ、もう本当にイッちゃう。

　どくん、どくん、と心臓の音が異常に大きくなり、全身に凄まじい痺れが走った。

　意識が朦朧として、視界から光が消えていく。

　すべてがぼんやりとした闇に包み込まれていく。

　それでもまだ異物はアリサの膣内で蠢いている。

　花梨の嬉しそうな笑い声が聞こえた。

「すごいねぇ、アリサちゃんのここ。バイブにしがみついて、まだまだ離れたくないみたい」

　やめて、もうやめて。

　声がうまく出せない。

　花梨はひとりで話し続けている。

「今朝ね、アリサちゃんとずっと一緒にいたいなあって思ったの。でもねぇ、どうしたらいいのかわかんなくて」

　誰かと仲良くなりたいって、思ったことなかったから。

　アリサちゃんのこと、信じていいかどうかもわかんない。

　だから、花梨のこと信じさせて。

　こうやって、いっぱい気持ちよくしてあげるから。

　花梨だっていい子になりたいもん。

　なれるかなあ。

　ねえ、聞いてる……？

『そんなの、わたしにもわからない』

『でも、しょうがないからしばらく一緒にいてあげる』

　声にならない言葉で答えながら、アリサの意識は暗闇の中に溶けていった。
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「おかわり。さっきと同じやつ」

　カウンターに叩きつけるように置いたグラスを、ケンが呆れた様子で受け取っていく。

　店の中はいつもと変わらず騒がしく、大音量の音楽の中で大勢の客がごった返している。

　うるさくて、ちっとも落ちつけない。

　ギャルっぽい女の子が多いのも苦手だし、彼女たちを目当てに集まってくる派手な格好の男たちも嫌だ。

　酒だってたいして美味しくない。

　店員の態度も気に入らない。

　ぶつぶつと愚痴を垂れ流すアリサの前に、新しいグラスがコトンと置かれた。

　いかにも薄そうな水割り。

　もしかしたら、ただの水なのかもしれない。

　苛立ちが加速していく。

「こんなの頼んでない！　ねえ、あんたって簡単な注文もわかんない馬鹿店員だっけ？」

「強い酒ばかり飲んでいたら体を壊します。いえ、八つ当たりしたい気持ちはわかりますけどね」

　ケンの淡々とした話し方も腹が立つ。

　気持ちはわかる、なんて簡単に言わないでほしい。

「うるさいなあ。関係ないでしょ！」

「また花梨さんと喧嘩ですか。毎日大変ですね」

　花梨、か。

　その名前を出されただけで心が折れそうになる。

「うん。自分でも何やってんだろうって思う」

「お疲れ様です。なんというか、お互いに」

「ほんと、そっちも大変だよね。まだ喧嘩してんの？」

「喧嘩というか、無視されています。家でも職場でも毎日顔を合わせるわけですから、無視するほうも大変だと思うんですけどね」

「でも離れてほしくはなさそうなんでしょ？　ほんと面倒くさくって変な彼女」

「いえ、花梨さんよりはマシです」

　笑おうとしたがそれもできず、アリサは疲れた表情のままぐったりとカウンターに突っ伏した。

　花梨と一緒に暮らし始めて、今日でちょうど一ヶ月になる。

　その間、花梨は少しでもアリサが雑な対応をすると癇癪を起こしてマンションを飛び出し、真夜中や朝方まで戻ってこないということを何度も繰り返していた。

　そのたびにアリサはあちこち探し回るはめになり、それでも見つけられずに部屋に戻ると、たいていマンションの廊下で泣いている花梨に出くわす。

『ごめんなさい、でもアリサちゃんが悪いんだからね』

　彼女はいつもそう言って、謝りながらもアリサを責める。

　どこが悪いのか教えてほしいと言っても、答えは返ってこない。

　代わりに花梨は悪びれもせず、他の男や女とセックスしてきたことを得意げに話す。

　アリサが嫉妬して怒り出すと、嬉しそうに話をやめる。

　あとはキスをして、長い時間をかけてお互いの体を求め合ってなんとなく仲直りする。

『アリサちゃんがいないと、もう生きていけない』

『ずっと一緒にいる。離れたくない』

　抱き合って眠るとき、いつも花梨は同じ言葉を囁いてくる。

　とても真剣な表情で、本心からそう言っているのだと信じたくなる。

　お互いの存在が、かけがえのないものだと思える。

　最高に幸せな瞬間。

　でも翌朝になると、また花梨はささいな理由で不機嫌になる。

　家族や友達の話題になると特に機嫌が悪くなるようだったから、そういう話が嫌ならもうしないと言ってみても『ちがうもん』と拗ねてしまい、それ以上は何も話さなくなってしまう。

　そしてまた部屋を飛び出し、適当な場所で遊び相手をみつけて時間を潰し、さんざんアリサを心配させた後で戻ってくる。

　それだけならまだいいが、二日に一度は花梨の遊び相手になったらしい女たちがアリサの部屋まで訪ねて来て『あの子を出して！』『真剣に付き合うって約束したのに！』と喚き散らすというオマケまでついてきた。

　もう、やってられない。

　花梨と一緒にいる限り新しい職探しどころではなかったし、落ち着いて生活することもできない。

　いつまでたっても花梨は改心するきざしもなく、そもそも悪いことをしていると思っていないようなふしもあった。

　花梨の分の食事を用意しておいても最初の日のように嬉しそうな顔はしなくなり、どうかすると『こんなのいらない！』と怒り出すこともある。

　やっぱり住む世界が違うのだろうか。

　でも、どうにかして花梨を支えてやりたいと思う自分がいる。

　長い時間をかけて傷つけられてきた彼女に寄り添い、できることなら傷を癒して立ち直るための手助けがしたい。

　育ってきた環境はまったく違うが、もしも同じ境遇に置かれていたとすれば、途中で生きることそのものを諦めていたかもしれない。

　彼女の持つしたたかな
 強さにたまらなく惹かれる。

　自分の中にはない破天荒な部分には一種の憧れすら感じる。

　花梨はアリサにとって、初めて心を許せた相手だった。

　たとえ喧嘩を繰り返しても、気持ちは通じ合えていると思いたい。

　だけど、それも一方的な勘違いかもしれない。

　アリサとの暮らしなど、花梨にとっては窮屈なだけだとしたら。

　どうするのが正解なのかまったくわからないまま、ずるずると日々が過ぎていく。

　そして花梨は、今日もまたどこかへ行方をくらましている。

「やっぱり無理なのかなあ、花梨とは」

　誰に向けたわけでもない言葉が、ぽろりと転がり落ちてくる。

　声に出すと、本当にそうかもしれないと思えてきて不安になった。

「無理かどうかはわかりませんが、花梨さんはアリサさんのことを本気で好きなんだと思いますよ」

　無表情なままグラスを磨き続けているケンが、相変わらず淡々とした口調でそう言った。

　少しだけ嬉しくなって、アリサは思わずスツールから腰を浮かせてカウンターに身を乗り出した。

「ねえ、なんでそう思うの？」

「先日から何度か花梨さんが他の方と来られているんですが、話題はアリサさんのことばかりでした。あなたのことで頭がいっぱいなんですよ」

「え、なに？　どんな話してるの？」

「そんなに食いついてこられても困りますが、ええと、アリサさんは紅茶ならアールグレイが好きで、おにぎりは梅干しが好きだとか」

「ああ、そう」

　嬉しさがトーンダウンしていく。

　なんだろう、期待していた答えとは違う。

　アリサは椅子に座り直し、つまらなさそうに頬杖をついた。

「なにそれ。そんな話のどこから『本気で好き』なんてわかるわけ？」

「僕の知る限り、花梨さんがあれほど他人に興味を持ったのは初めてだと思いますよ。あの人にとってこれまで男性は、あ、女性もですが、寝る場所と食べ物を提供してくれて、適当に寂しさを紛らわせてくれればいいだけの存在だったようです」

「いまは、違う？」

「違うと思いますよ。なんだっけなあ、アリサさんって白身魚は好きだけど赤身は好きじゃないんですよね？　それから本当はスナック菓子が好き、でも吹き出物ができるから普段は食べない。最近の恋愛映画は嫌いで古いホラー映画が好き。花ならバラとチューリップが好きで、プレゼントならアクセサリーより花が好き。高級なレストランは嫌いで居酒屋が好き、それから」

「も、もういい！」

　恥ずかしい秘密を暴露されているようで耐えられなくなったアリサは、大慌てでケンを止めた。

「いいじゃないですか、相手のことを知りたいと思うのは好きな証拠です。僕の彼女にもそれくらい想われてみたいものです」

「でもあの子、しょっちゅう違う相手と寝てるみたいなんだけど。あんたの彼女が他の男とヤリまくってきても平気？」

「平気なわけないでしょう。そんなことになるくらいなら、柱にでも縛りつけて家に閉じ込めておきます」

「真顔で言わないでよ、冗談に聞こえないから。ところで、なんで彼女から無視されてるんだっけ？」

「言いませんでしたか？　アリサさんの家から帰った後、その、男女の行為を済ませまして」

「えーっ、セックスしたの？　あんなにグズグズしてたのに」

「僕の帰りが毎晩遅いのを他の女性と会っていると勘違いしていたようで、なんというか、むこうから……はい」

　ケンの口元が少し緩んでいる。

　前もそうだったが、彼女の話になるとわかりやすく表情が変わるのが面白い。

「すごい進歩じゃん！　彼女から迫ってくるなんて。それでエッチして、なんで無視されてんの？　やっぱりアレのサイズが」

「やめてください。会話はしてくれませんが、こちらから多少強引にですね、その、行為をしようとすると応じてくれるんです」

「はあ？」

　またよくわからないことを言う。

　自分と花梨も普通ではないとは思うが、ケンたちも負けないくらい変だと思う。

「じゃあ、話はしてくれないけどエッチはさせてくれるってこと？」

「やっぱり、変でしょうか」

「うん。でも嫌われてるわけじゃないんだろうから、問題なくない？」

「いえ、会話がないのは不自然です。それに、僕は彼女とそういうことばかりしたいわけではなくて」

「したくないの？」

「したいです。ただ、こうなった以上は本格的にふたりの将来のことも話し合いたいですし、できればあの指輪もつけてもらえたら」

「ああ、あの子供のときに告白したときの指輪？　それ、彼女覚えてるかなあ。もう十年以上前の話でしょう？」

　アリサの言葉に、ケンがハッとしたように手を止めて顔を上げた。

「そうか、そうですよね。失くしてしまったとか、もしかしたら、まだあの指輪を見つけていない可能性も」

「え？　見つけていない？」

「ええと、当時ですね、彼女が好きだったキャラクターのぬいぐるみのポケットに隠して渡したんです。従姉がそういうシチュエーションを考えるのが好きな人で、アドバイスをもらいまして」

「うわあ」

　他人事ながら痛々しい気持ちになった。

　そういう意味不明に凝った渡し方は、最近ならドラマの世界でも許されないような気がする。

　アリサの反応を見たせいか、ケンの表情がどんどん暗くなっていく。

「彼女に感動してほしかっただけなんですが、もしかしてまずかったですか？」

「まだ子供だったんだから許されるわよ。それで、渡した後は？　ちゃんと指輪がそこに入ってるって教えてあげなかったの？」

「それが、プレゼントを渡した直後に彼女と喧嘩になってしまいまして。何が原因だったのかは忘れましたが」

「それ絶対気付いてないよぉ！」

　素っ頓狂な声をあげて、後ろから何かが飛びついてきた。

　背中に温かくて柔らかな感触。

　ケンが目を丸くして驚いている。

「花梨さん、いつからそこに」

「え？　いま来たばっかりだけどぉ。ふたりとも全然気が付かないんだもん、信じられなぁい」

　のんびりとした花梨の声を聞いていると、それだけでささくれ立っていた気持ちが和んでいく。

　アリサは思わず笑ってしまいそうになるのを堪え、憮然とした表情を作って振り向いた。

「信じられないのはそっちよ、花梨。どこに行ってたの？　毎日毎日、心配させられるほうの身にもなってよね」

　花梨は悪びれもせず、アリサのクローゼットから引っ張り出したらしいブルーのフレアワンピースを着てにっこりと微笑んでいる。

　丈が長すぎて足首まで隠れているが、それもどことなく上品に見えてよく似合っていた。

「今日はねぇ、ひとりでお散歩してきたのぉ。お仕事もねぇ、探してみようかなぁって」

「えっ、働くの？」

「そう。だってぇ、アリサちゃんのこと大好きだからぁ、花梨もお仕事するのぉ」

　なんだかよくわからないが、働こうとしているのならそれは花梨にとって素晴らしい進歩だと思う。

　その調子で頑張れ。

　アリサは我が子の成長を見守る母親のような思いだったが、ケンは冷ややかな目で花梨を見ている。

「花梨さんがお仕事ですか。ちなみに、どんな職種を？」

「うんとねぇ、いろいろ。だけどぉ、いつでも好きなことしててよくてぇ、いっぱいお金もらえるお仕事ってないんだよねぇ」

「そうですね。そういう仕事が見つかったら、ぜひ僕にも紹介してほしいものです」

「あっ、馬鹿にしたぁ！　ひどいよぉ、ケンちゃんなんか嫌い！」

「馬鹿にしたわけでは……あの、痛い、痛いです」

「こら、髪の毛引っ張っちゃだめ！　もう帰るよ！」

「だって、ケンちゃんが悪いんだもん！」

　大声をあげて暴れる花梨に、客たちの視線が集まってくる。

　まったく、どこにいっても問題ばかり起こすんだから。

　そう思いながらも、花梨の隣にいると嫌な気持ちにはならない。

　それどころか面倒をみてやれるのは自分だけだという、何か特権でも手に入れたような喜びを感じてしまう。

　アリサはケンにとびかかろうとする花梨をなだめながら、はやく部屋に戻ってふたりきりになりたい、とそればかり考えていた。
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「そ、そんなことしなくていい……花梨……」

　床に尻をついて座ったまま、アリサは足先をビクビクと痙攣させた。

　花梨の柔らかな舌が、両脚の間をゆっくりと這い回っていく。

　恥ずかしくてたまらないのに、ぴったりと吸い付いてくるような粘膜の感触をもっと味わいたいと思ってしまう。

　指で触られているときとは違い、ほんの一瞬で皮膚の内側から燃えるような快感がこみあげてくる。

　花梨はアリサの太ももを両手で大きく開き、その狭間に顔を埋めながら楽しそうに笑っている。

「アリサちゃん、可愛い顔してるぅ。いっぱい舐めてあげるからぁ、花梨のこと嫌いになっちゃだめだよぉ」

「だ、だから、嫌いになんて……あぁっ……」

　温かな舌先で陰唇を押し割られ、目当てのものを探り出そうとするような舌遣いで陰核を舐め上げられていく。

　唾液をまぶしながら、ちろり、ちろり、と肉芯に触れられるたび、下腹部から脳天まで強烈な刺激が走り抜けていく。

　思考が溶け、判断力が鈍る。

　こんなことでごまかされたくないのに。

　きちんと話し合わなくてはいけない。

　花梨に振り回されるだけの日々をこれ以上続けていても、良いことはひとつもないのだから。

　だけど……。

　アリサは胸の内にくすぶっている言葉を押し殺しながら、床にきつく爪を立てた。

　マンションに帰って来た後、今夜も花梨は何事もなかったかのように体をくっつけて甘えてきた。

『お仕事探したの、えらかったでしょ？　ねぇ、ほめて』

　たしかに花梨は、彼女なりに努力しようとしたのだと思う。

　それでも、その言い方が心に引っ掛かった。

　こっちは今日も、朝から晩までずっと心配させられていた。

　何か危ないことをしているのではないか、またいつかの夜のように誰かに恨まれて痛い目に遭ってはいないだろうか。

　考え始めると本当に何も手につかなくなり、また無駄な時間を過ごしてしまった。

　花梨は『心配してなんて頼んでない』と言う。

　実際その通りではあるが、彼女のこれまでの行動を考えると不安になるなというほうが無理な話だった。

　一緒にいる期間が長くなるほど、花梨のことを想う時間も増えていく。

　それなのに花梨のほうはあいかわらずで、今日もケンの店で会うまでは帰ってくるのかどうかもわからなかった。

　いっそ帰ってこなければ諦めもつくのに、いまのところ花梨は毎日ここに戻ってくる。

　それを嬉しいと思い、また腹立たしくも思う。

　花梨はアリサのことを好きだと言うが、その『好き』はアリサが思っているようなものではないのかもしれない。

　でも自分が花梨のことをどう思っているのかと考えると、ただ『放っておけない子』としか答えようもないのだけれど。

　彼女の顔を見ていると、いろんな感情がこみあげてきて心がかき乱されていく。

　だからアリサは、機嫌よく職探しの話をしようとする花梨に『そう』とだけ言って背を向けた。

　このまま無理に調子を合わせていると、そのうちに溜め込んだ感情が爆発して喚き散らしてしまいそうだったからだ。

　そのまま黙ってひとりでシャワーを浴びてバスローブに着替え、花梨が近寄ってきて何かを言おうとしても視線を合わせず、ソファーで雑誌を開いた。

『ねえ、どうして何も言ってくれないのぉ？』

『何か言ってよぉ、明日からいい子になるからぁ』

　抱きついてきても、頬にキスをされても、アリサは返事をせずに放っておいた。

　三十分、一時間。

　どれだけ無視しても花梨は諦めず、今度は膝の上に乗り、ふざけてバスローブを脱がせようとしてきた。

『やめて！』

　本気で怒ったつもりだったのに、花梨は怯むどころか『やっと返事をしてくれた』と喜んだ。

　心から嬉しそうに微笑みアリサの胸に頬ずりをしてくる様子を見ていると、どうしても心が緩んでしまう。

　突き放そうとした手を握られ、はだけられた胸元に唇をつけられた。

　まだ柔らかなままだった乳首を吸われ、先端だけをゆっくりと舐められると、背筋がぞわぞわしてくる。

　もう花梨を無視してはいられない。

　雑誌を閉じ、目を合わせた。

　吸い込まれそうに大きな瞳には、不安の色が漂っている。

　どこか悲しそうでもあり、寂しそうにも見えた。

　わざと同情を誘う表情を作っているのか、それともふざけた態度のほうが演技なのか。

　アリサには判断がつかない。

　花梨の舌にまさぐられていく快感に、感覚神経が弄ばれていく。

　美味しそうに乳首をしゃぶり、乳房にも唇を這わせながら、花梨は少しずつ顔を腰の方へと下げていった。

『アリサちゃんのこと、どれだけ好きか教えてあげる』

　バスローブの前をさらに大きく開かれ、みぞおちからへその周囲を舐められていく。

　アリサは無意識のうちに恥ずかしい声をあげ、とめどもない愉悦に背中をのけぞらせていた。

　浮き上がった尻がソファーから滑り落ちても、花梨は床に這いつくばって濃密な愛撫を続けた。

　陰毛をよりわけてアリサの割れ目を露出させ、そこの狭間を抉るようにして柔らかな舌を潜り込ませてくる。

　子宮が熱く痺れ、湧き出してくる淫液が唾液と混ざり合って蜜襞を潤していく。

　体と心の両方を絡め取られていくような快感。

　このままずっと、こうして舐めていてほしくなる。

　アリサが淫らな反応をみせ始めると、花梨の瞳は安心したように柔らかな光を湛えていく。

　これで今日も捨てられずに済んだ、とでも言いたげに。

　違う。

　こんなのは嫌だ。

　絶頂の間際、すうっ、と急速に体温が冷えていくのを感じた。

　花梨との関係が何であれ、機嫌をとるための愛撫なんていらない。

　欲しいのは、もっと自然でいられる関係。

　友達でも恋人でも、名前なんてどうでもいい。

　相手のすべてが愛おしいと思うから、体をくっつけていたくなる。

　でも、快感だけを追い求めるような行為は必要ない。

　生活の面倒をみてもらうために性的な奉仕をするということは、花梨がこれまで出会ってきた他の人間と同列に扱われていることになる。

　他のことならどんなワガママでも受け入れるつもりだったが、それだけは耐えられない。

　心が打ち砕かれていく。

　勝手なことをされても許すことができたのは、彼女にとって特別な存在になれたと思い込んでいたからだった。

　世界中でたったひとりの、かけがえのない存在に。

　だけど、それは自分の勝手な思い込みだった。

　花梨にとってアリサは、その他大勢に紛れる程度の人間なのだ。

　そう思うと、気道を塞がれたように息ができなくなった。

　苦しくて悔しくて、耐えられない。

「どうしたのぉ？　アリサちゃん」

　アリサの様子がおかしいことに気付いたのか、花梨が驚いたように顔を上げた。

　きょとんとした表情が可愛らしい。

　乱れた髪が額にかかっている様子も、彼女の鼻にかかったような声も、何もかもが愛おしく思える。

　できることなら、このままずっとそばにいてほしい。

　だけど。

「苦しいの？　どこか痛い？」

「きて、花梨」

　荒れ狂う心を押し隠しながら、アリサは両手を伸ばして花梨を抱き寄せた。

　痩せた小さな体。

　サイズが全然違うのに、無理をしてアリサの洋服を着たがるところも好きだった。

　そっか。

　わたし、やっぱりこの子のことが好きなんだ。

　引っ掛かっていた塊が、すとんと心に落ちていく。

　好きな人には、いつでも幸せでいてほしい。

　ここに縛りつけておこうとするなんて、自分の生き方を押し付けようとするなんて、間違っていた。

　他の人間と同様に、いつまでも信頼してもらえないのだとしたら。

　気ままに遊び歩くことを叱るよりも、自由にさせてあげることが花梨にとっての幸せなのだとしたら。

　わたしはいま、この手を離さなくちゃいけない。

「ごめんね」

　長い時間をかけて、口から出た言葉はそれだけだった。

　花梨が何かを察したように、腕の中で顔色を無くしていく。

「それ、どういう意味？　ねえ、アリサちゃん」

「もう無理しなくていいよ」

「む、無理なんてしてない……どうして、急にそんな」

「花梨のことが好きだから。大好きだから」

　ふわふわとした巻き毛をかき上げ、そおっと額に唇をつけた。

　花梨は黙って肩を震わせている。

　胸の奥が痛む。

　それでも、もう後戻りはしたくない。

「やっと、好きって言ってくれた」

　花梨の声は泣いていた。

　これはきっと演技なんかじゃない。

　アリサはこみ上げてくる涙を飲み込み、花梨の耳に優しく囁いた。

「さよなら、花梨」
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　夜明けと同時に、花梨はアリサの部屋を出て行った。

　出会ったときと同じ服を着て、それ以外は何ひとつ持たずに。

　皮肉なもので、彼女がいなくなった瞬間からアリサは早くも自身の決断を後悔し始めていた。

　あんな形で追い出してしまうなんて。

　せめて、もう少しきちんと話をするべきだった。

　あれほど心を許せる相手には、もう出会えないかもしれない。

　もしかしたら、夜になれば寂しくなって帰ってくるのではないか。

　そんな予想は裏切られ、真夜中になって日付が変わる頃になっても花梨がマンションに戻ってくることはなかった。

　本当に終わったんだ。

　もう職探しを邪魔されることもない。

　毎日喧嘩をすることもなく、あちこち探し回らなくてもいい。

　そう思うと、心の中に埋められないほど大きな穴が開いたような気がした。

「ええっ、別れちゃったんですか？　それは残念ですね、いいコンビだと思ったんですが」

　二週間ぶりに来てみたいつものバーで、ケンは相変わらず熱心にグラスを磨いていた。

　大音量の音楽はそのままだが、今日は客が少ない。

　カウンターに座っているのはアリサだけで、いくつかあるテーブル席にも人影はまばらだった。

　大騒ぎしている酔っ払いもいなければ、怒鳴り合うような話し声も聞こえてこない。

　なんだか別の店に来たように思えた。

「コンビってなによ、漫才師か何かみたいに言わないで。ねえ、花梨どこで何してるか知ってる？」

「いいえ、そういえば最近見ていません。いると迷惑ですが、あんな人でもいないと寂しいものですね」

　まさにその通りだが、他人に言われると腹が立つ。

　アリサは苛立ちまぎれにバンバンとカウンターを叩いた。

「迷惑ってなによ、あの子だって一応客だったのに。あんたがそんな態度だから客が来なくなったんじゃないの？」

「今日はこの近くでお祭りがあるんです。なので、みなさんそちらに行かれているんだと思いますよ」

　夜店もたくさん出ているようです、とケンはなぜか気落ちしたように呟いた。

　無表情なのは前からだが、どことなく元気がない。

「なに、どうかした？」

「いえ、べつに」

「あっ、例の彼女とまた何かあった？　どうせヒマなんでしょ、教えてよ」

　花梨のことを考えずに済むなら、いまはどんな話でも聞きたい。

　身を乗り出すアリサに、ケンは心底呆れたような顔をした。

「僕の悩みを暇つぶしのネタにしないでください。それより仕事探しはどうなったんですか」

「ちゃんと決まったわよ、来月から働くの」

　多少迷いはしたが、その気になれば仕事はすぐに見つかった。

　今回はこれまでと違い、自分がやりたいことは何なのかを重視して小さな服屋の店員をやってみることにした。

　洋服は着るのも作るのも昔から好きだったし、どうせ新しいことをするなら興味のある分野がいいだろうと考えたからだ。

　両親や兄姉は納得しないだろうが、知ったことではない。

　自分の人生なのだから、誰にもとやかく言われる筋合いはないのだ。

　そう思えるようになったのも、ある意味花梨の自由すぎる生き方に触れたおかげかもしれない。

　花梨のことを思い出すと、人前でもかまわずに泣き出してしまいそうになる。

　アリサは悲しみを紛らわせるためにまた両手でカウンターを叩き、ケンに話の続きをせがんだ。

「それで、あれからどうなったって？　わたしが聞いたのは、えーっと、無視されてるけどエッチはさせてくれるところまでかな」

「ちょっと、声が大きいですよ。簡単に言うと、彼女に決断を迫ってみたんです。結婚するか別れるか決めてほしいって」

「わっ、思い切ったね！　なんでいきなりそんなこと言ったの？　十年以上も片思いしてたのに」

「僕もあんなことを言うつもりはなかったんです。全部アリサさんたちのせいですよ」

　ケンは特に責める風でもなくそう言い、磨き終わったグラスを棚に並べていく。

　その手に、あの銀色の指輪はもう嵌められていない。

　ということは、別れてしまったのだろうか。

　長すぎる恋の終わり。

　他人事ながら胸が苦しくなってくる。

「なんでわたしたちのせいなのよ。失恋の八つ当たりなら」

「まだ失恋していません、勝手に終わらせないでください。とにかく、いいなあと思ったんです。あなたと花梨さんみたいな関係が」

「はあ？　インチキレズビアンの即席恋愛が？」

「いえ、性別も恋愛期間も関係ありません。なんというか、すごく自然じゃないですか。お互いになんでも言い合えるなんて」

「わたしはあの子に言いたいこと、十個のうち二つも言わせてもらえなかったけどね」

「まあ、そうかもしれませんが。でも花梨さんはあなたを信じて心を許していたように思います。だからアリサさんの前では、何も飾ることなくそのままの自分をさらけだしていましたよね」

「そう……うん、そうかな」

「でも、僕の彼女は違うんです。僕の前では良い面だけを見せようとする。格好の悪いところは絶対に隠そうとするんです」

「普通はそうじゃないの？　わたしだって」

　わたしだって、好きな人に格好の悪いところなんて見せたくない。

　だから、花梨の前で喚き散らしたりしなかった。

　不満があっても大人ぶって、笑って許すふりをしていた。

　花梨はいつだってそのままの花梨だったのに。

　壁を作っていたのは、自分の方だった。

　言いようのない後悔で、胸の中が黒く塗りつぶされていく。

「僕は彼女を疲れさせるだけの男ではいたくない。花梨さんがアリサさんにするように、全力で甘えられる存在になりたかったんです」

「だから、結婚するか別れるか決めろって言ったの？」

「極端すぎたかなあ、でも他になんて言えばいいのか思いつかなくて。結婚するっていうことは、一生僕が守っていくっていうことで」

「一生守っていくって約束すれば、安心して彼女も甘えられるって？」

「そうです、そう思いました。このまま一緒にいても彼女を困らせるだけのような気がして」

「うん。その気持ちはなんとなくわかる」

　アリサも、結局のところは同じだった。

　花梨を困らせたくない。

　だから手放した。

　でも間違いだったかもしれないという思いが消えない。

「で、指輪はどうしたの？」

「彼女に預けました。良い返事がもらえたらまたつけますが、そうでないならもう僕には必要ないものなので」

「じゃあ、返事はまだなんだ？」

「はい。先週から彼女、実家に戻っていてしばらく顔を合わせていないんです。お祭りが好きな人なので、ＯＫなら今夜一緒に行こうと誘ってあるんですが……もう無理なのかなと」

「だめよ、諦めちゃ！　まだ迷ってるのかもしれないし、こっちから連絡してみるとか」

「だけど、僕の気持ちはもう何度も伝えていますからね。これ以上つきまとわれても迷惑ですよ、きっと」

「そんなのわかんないでしょ！　ねえ、別れてから後悔しても遅いのよ。わたしなんて、どんなに会いたくても花梨に会えないんだから！」

　花梨に連絡する方法は何もない。

　電話なんか持っていない、決まった
住処
 すみか

 もない。

　会えなくなることが、これほど寂しいものだとは思わなかった。

　堪えていた涙が零れ落ちそうになり、アリサは慌ててハンカチで目元を拭った。

　ケンは気遣うようなまなざしで、新しい酒の入ったグラスを差し出してくる。

「大丈夫ですか？　やっぱり、まだ花梨さんのことを」

「わたしのことはいいの。まだ終わってないなら、チャンスあるわよ。彼女と別れたら、絶対に後悔……」

　話している途中で、ケンの視線が入り口のほうに向けられた。

　新しい客が来た？　それとも。

　まさか、花梨。

　大きな期待に心臓の鼓動が跳ね上がる。

　もう一度会えたら、あの日のことを謝ろう。

　ずっと一緒に暮らそうと言おう。

　今度こそ迷ったりしない。

　呼吸を整え、アリサはゆっくりと振り向いた。

　店のドアに寄りかかるようにして、ひとりの女性が居心地悪そうに立っている。

　後ろでひとつにまとめた黒髪、ベージュのタイトスーツ、小鹿のように細い脚に地味な黒のローヒール。

　遠目にも、すぐにそれが花梨ではないことがわかった。

　落胆するアリサとは反対に、ケンは客に見せたこともないような笑顔で大きく手を振っている。

「こっちだよ、入って」

　その態度でピンときた。

　きっと、この女性が例の彼女に違いない。

　女性は困ったような表情のまま、真っすぐにカウンターまで駆け寄ってきた。

　頬を真っ赤にして、気まずそうにケンとアリサを交互に見ている。

「あ、あの……」

　もじもじしている彼女の左手の薬指には、以前ケンがつけていたものと同じデザインの指輪が嵌められていた。

　ケンもそれに気付いたようで、嬉しそうに目を細めていく。

　なあんだ、うまくいったんじゃない。

　アリサは彼女に席を譲り、嬉しさと羨ましさが混ざり合ったような気持ちを抱えて店を出た。
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　同じ日の深夜。

　マンションに戻ったアリサは、エレベーターを降りてすぐに立ち止まった。

　いつもは綺麗に掃除されている廊下に、赤や黄色の小さな紙切れのようなものが点々と落ちている。

　形も大きさも不揃いで、踏まれた跡もついていて小汚い。

　それは廊下のずっと先まで続いているようだった。

　なんだろう、これ。

　紙吹雪？

　どこかの部屋でパーティーでもやっているのだろうか。

　いいなあ。

　ひとりきりの自分がよけいに寂しく思えてくる。

　ああ、やだやだ。

　前に進むと決めたのだから、どうにかして立ち直らなくちゃいけない。

　だけど、頭に浮かんでくるのは花梨のことばかり。

　歩くたびに、紙切れがヒールの底にペタペタとくっついてくるのも嫌になる。

　気分は落ち込む一方だった。

　こんなときに限って、バッグの中から部屋の鍵が出てこない。

「もう、なんなのよ！」

　アリサは苛立ちをぶつけるようにドアにバッグを叩きつけ、その場にしゃがみこんだまま声をあげて泣きじゃくった。

　誰かに見られたら格好悪い。

　だけど、もういい。

　くだらないことにこだわって、花梨を失くしてしまった。

　これ以上悪いことなんて何もない。

　涙の粒が地面に落ち、そこにあった紙切れがふやけていく。

　よく見るとアリサの部屋の前にだけ、やたらとたくさんの紙片がばらまかれている。

　誰かの嫌がらせかと思いかけたとき、トン、と何かが肩に触れた。

「あはっ、アリサちゃんって泣き虫なんだねぇ」

　びっくりして横を見ると、花梨が同じようにしゃがみこんだ姿勢でアリサにもたれかかっていた。

　ぴったりとした濃紺のジーンズに白いＴシャツ。

　ポニーテールにしているせいか、少しだけいつもと印象が違う。

　泣き虫、と言いながら、花梨は自分も鼻を赤くして泣いていた。

「か、花梨」

「もぉー、帰ってくるの遅いっ！　お花もいっぱい、だけど、しおれちゃうし、こんなのだめだもん」

　花梨の声を聞いていると、それだけで笑ってしまいそうになる。

　泣きながら話しているせいか、言葉が途切れすぎて何を言っているのか全然わからない。

「なんでここに……いままで、ずっとどこにいたの？」

「お仕事するって言ったじゃん！　だって、アリサちゃんともう一回仲良しになりたいからぁ、お花、でも足りなくてぇ」

　あれ、と花梨が指さす方を見ると、赤やピンクのバラとかすみ草をまとめた大きな花束が廊下の壁に寄せて置いてあった。

　その傍には、なぜか大量の折り紙もある。

「お花、好きでしょ？　だから、お部屋いっぱいになるくらい、買いたかったの！　だから、お花屋さんで働いたの、でもこんなんじゃ全然たりない！」

「いいのよ、ありがとう。すごく大きな花束じゃない、こんなに立派なバラ……高かったでしょう？」

「一週間のお給料、全部なくなったぁ。もっと欲しいって言ったら、おばあちゃんが折り紙くれたけど、うまくできないもん！」

「お、おばあちゃん？　何がうまくできないって？」

「花屋のおばあちゃん。お花が好きなら、折り紙でお花の作り方教えてあげるって。だけど、折り紙なんかやったことない！　わかんないっ！」

　悔しそうに足を踏み鳴らしながら、花梨はわあわあと泣いている。

　ハンカチで涙を拭いてやりながらよくよく話を聞いてみると、花梨は開店したばかりの花屋に住み込みで働いているらしい。

　アリサの家を出て行った日、いつものバーで花屋の店主と奥さんに出会い、家と仕事を探しているというと快く雇ってくれたという。

　ついて行ってみると店舗と兼用になった自宅には優しいおじいさんとおばあさんもいて、孫のように花梨を可愛がってくれた。

　Ｔシャツとジーンズは仕事の制服として与えてもらったもので、他の着替えも奥さんたちが何枚か用意してくれた。

　店員としては失敗ばかりしていたが、お給料はきちんともらえたし、仕事をするのは楽しいと思えた。

　もっとお金を溜めてからにしようと思ったが、アリサにどうしても会いたくなった。

　だから部屋いっぱいの花束でプロポーズしようと思ったのに、これだけしか買えなかった。

　おじいさんは残念がる花梨を可哀そうに思ったのか、店主に内緒でバラを十本くらいおまけしてくれた。

　おばあさんは折り紙の花の作り方を教えてくれたけど、ちっともうまくできない。

　それで代わりにこれを作った、と花梨は地面に散らばっている紙片をひとつ拾い上げた。

　泣きながらもすごく得意そうな顔をしているのだけれど、アリサにはやっぱり意味がわからない。

「作っ……ええと、これは？」

「これね、花びらなの。ほら、花嫁さんが歩くときに、いっぱい散りばめたりするでしょう？」

「もしかして、フラワーシャワーのこと？」

「知らないよぉ、名前なんて。お花が少ないからぁ、こうすればちょっとでもアリサちゃんうれしいかなあって」

「それで、折り紙やぶって廊下にばらまいたの？」

「だめ？　気に入らない？」

「ううん、素敵。もう、ほんとに花梨っておかしい」

　アリサは地面に座り込んだまま、お腹を抱えて笑った。

　折り紙の花弁。

　そう聞いた後では、ただの紙切れが色鮮やかなフラワーシャワーのように思えてくる。

　ここはマンションの廊下ではなく、結婚式場の前に敷かれた赤い絨毯の上なのだ。

　華やかなドレスに身を包み、大勢の友人から祝福を受ける最高の瞬間。

　花梨と一緒なら、想像するだけでも幸せな気持ちが膨らんでいく。

「なによぉ、なんでそんなに笑うのぉ？」

「あはは、なんでもない。でもすごいね、あんなに無理だって言ってたのに、ちゃんと働いて普通の生活ができてるなんて」

「それはねぇ、自分でもびっくりしちゃう。でも、みんな優しかったけど、アリサちゃんがいないと寂しくて死んじゃうよぉ」

　さよならなんて、もう言わないで。

　お花、もっとたくさん買えるように頑張るから。

　堪えきれなくなったように、花梨がぎゅっと抱きついてきた。

　ほっそりとした体は、また少し痩せたような気がした。

　会わなかったのはたった二週間なのに、ずいぶん久しぶりに思える。

「何もいらないよ。わたしだって、花梨がいないと寂しい」

「花梨ねぇ、アリサちゃんのために頑張るの好きなの。無理してるんじゃなくて、楽しいの、だから」

「わかってる、もう泣かないで。そうそう、ケンちゃんの店の近くでお祭りやってるんだって。行ってみる？」

「お祭り、行ったことない」

「そっか。嫌だったらいいけど、ケンちゃんは彼女と一緒に行くみたいだったから」

「嫌じゃないよぉ、アリサちゃんと一緒に行くっ！　ねえ、もうさよならって言わない？　ずっと花梨と遊んでくれる？」

「もちろん。そのかわり、もう勝手にいなくなったりしたら許さないからね」

「嘘だぁ。アリサちゃんは優しいもん、なんだって許してくれるんだからあ！」

　うわあん、と大きな声で泣き始めた花梨の背中を撫でてやりながら、アリサはまた笑った。

　もうどこにも行かない、と約束しないところが花梨らしい。

　これからもきっと毎日心配させられたり、思いもよらないようなことで驚かされたりするのだろう。

　それでもいいじゃないか、といまは思える。

　花梨はたしかにめちゃくちゃなことばかりするが、自分だってそれを責められるほど完璧な人間ではないのだから。

　アリサが不安に思うのと同じだけ、花梨にも不安に思うことがたくさんあるに違いない。

　それなら、ふたりで一緒に怖がりながら進んでいけばいい。

　いままでは、他人の視線ばかり気にして生きてきた。

　でも、そんなのはたいしたことじゃない。

　自分にとっての幸せは、こうして花梨と泣いたり笑ったりしながら生きていくことの中にある。

　大好き。

　もう二度と離さない。

　アリサはいつまでも泣き止まない花梨を強く抱き締め、赤くなった頬にそっと唇をつけた。

（おわり）
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